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冬、ショルダーシーズンの旅行素材を発掘する
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冬季需要の喚起に注力
2016年のカナダ観光局

昨年、カナダを訪れた日本人は、前年比6.4％増の27万5027人となった（宿泊者
ベース）。今年に入っても、最新の数字（2016年5月現在）となる１～３月の累計
で前年同期比6.7％増の４万5989人と、引き続き大きな伸びを見せている。アウ
トバウンド全体が不調な中、プラス成長を見せたことは、今のカナダの旅行マー
ケットの力強さを物語る。新路線の開設で航空座席供給が増加、それに応じて需要
が増えた形だが、旅行会社で新たなツアー造成に動いたことも、訪問者数の伸びに
大きく貢献したと言える。今後さらなる成長を目指す上で、課題となるのが冬季の
需要喚起だ。カナダ観光局では、来年のカナダ建国150周年を控え、通年で需要を
盛り上げることで、より一層のマーケットの成長を目指していく方針。2016年の
カナダ観光局の戦略について紹介したい。

カナダ観光局 Destination Canada

　他デスティネーションが軒並み前年比
で日本人訪問者数を落とす中、カナダは
プラス成長を記録した数少ないデスティ
ネーションとなった。カナダ観光局社長
兼CEOのデービッド・ゴールドスティー
ン氏は、先ごろ行われた同観光局主催の
トラベルトレードショー「ランデブー・カ
ナダ2016」のメディアインタビューの中
で「航空アクセスや通貨安に加え、マー
ケティング・キャンペーンが奏功した」
と説明。昨年、日本マーケット向けにス
タートしたポータルサイト「カナダシア
ター」（www.canada.jp）を軸としたプロ
モーションが大きな効果をあげたことを
強調した。

　同氏は「カナダシアターで、一
般消費者だけでなく、旅行業界に
向けても、カナダの新しいイメー
ジを打ち出すことができた」と指
摘。今年は昨年同様の伸びを目指
す考えで、目標値として29万1500
人を設定。観光局では、カナダ建
国150周年を迎える2017年に日本
人訪問者数を30万人とする目標を
掲げており、「今年の目標が達成で
きれば、来年は31万人程度を目指
したい」（観光局日本代表半藤将代
氏）と、目標の上積みにも意欲を
見せる。

日本は昨年6.4％増の27万5000人
「建国150年」の2017年に30万人突破狙う

　目標実現へ向け、観光局で力を入れる
のが冬季の需要喚起だ。半藤日本代表
は「ピークシーズンの夏を中心にホテル
が不足しており、今後需要を伸ばしてい
くには冬季の喚起が必要。旅行会社の間
でもホテル仕入れを確保すべく、通年の
需要喚起が重要との機運が高まってお
り、冬季の需要喚起をする上で、今が良
いチャンスと捉えている」と説明。旅行
会社と冬の新規ツアー造成での協力を進
め、「冬の日本人訪問者数を前シーズン比
で10％程度増やす」意向だ。
　また、教育旅行にも注力。半藤氏は
「カナダは多文化共存でグローバル人材
育成にも力を入れている。独自の教育環

境は、教育旅行に向いている」とアピー
ル。まずは「教育旅行先としてのカナダ」
の認知度アップに努め、旅行会社とのタ
イアップや視察、セミナーも今後検討し
ていく考えだ。

冬季需要喚起で旅行会社とタッグ
前シーズン比10％増狙う、教育旅行にも注力

　2010年よりスタートした「チームカナ
ダ」。カナダ観光局を核に、各州の観光
局や航空会社など、サプライヤー一体と
なってカナダ全体の旅行需要を盛り上げ
る。今年はカナダ観光局主催のトラベル
トレードショー「ランデブー・カナダ2016」
を前に、バンクーバーで現地法人向けの
セミナーをチームカナダとして開催。カ
ナダ観光局だけでなく、各州観光局もプ
レゼンに立った。カナダ観光局の半藤氏
は「現地法人やツアーオペレーターとの
関係は、今後も強化していく」と強調す
る。
　旅行会社との関係は、旅行需要を喚起
する上で重要だ。「FITを含め、日本マー
ケットにおいて旅行会社は重要な役割を
担っている」（ゴールドスティーン氏）と
あるように、チームカナダをベースに、
カナダ観光局では各旅行会社とのパート
ナーシップを拡大、「今年からは新しいツ
アー造成やプロモーション等を協力の要
件に求めている」（半藤氏）とのこと。大
手の旅行会社に加え、FITに強い旅行会

社との関係も強化する意向で、「こうした
旅行会社はテーマ性の強いカナダの旅行
商品に積極的に取り組んでおり、送客増
につながっている。協力をさらに深め、
新規ツアー造成につなげて冬の需要を伸
ばしてきたい」考えだ。
　業界向けのイベントとしては、４月24
〜27日にケベック州モントリオールで開
催したトレードショー「ランデブー・カ
ナダ2016」に続き、10月13〜14日には日
本市場向けのワークショップ「フォーカ
ス・カナダ・ジャパン」を東京で開催す
る予定だ。

チームカナダの枠組み継続
業界向けセミナー、10月には「フォーカス・カナダ」

　一方、一般消費者向けには、カナダの
「体験型テーマパーク」を開設するプロ
ジェクトに協力。同パークは、東京の豊
洲に開業予定の新市場に隣接。新市場の
オープンに合わせ、今年11月のグランド
オープンを目指している。カナダ建国150

年を迎える来年７月１日までの期間限定
で、直接カナダを感じてもらう戦略だ。
　加えて「カナダシアター」でのメディ
アとのタイアップを継続。また女優や編
集者、アーティストなどを「インフルエ
ンサー」として、カナダシアターで提
案する10のテーマに合わせた情報発信を
行ってもらうほか、ブロガーイベントも
開催していく予定。さらにデジタルマー
ケティングとして、カナダシアターに訪
れた潜在層へのアプローチを強化。「カナ
ダファン」を増やし、実際の渡航に結び
付ける。

カナダの「体験型テーマパーク」開設に協力
建国150周年を前に盛り上げる

➡ 詳しくは7ページ

カナダ観光局 社長兼CEO デービッド・ゴールドスティーン氏

冬ならではの体験を訴求して需要を喚起

カナダ観光局 日本代表 半藤将代氏

ポータルサイト「カナダシアター」（www.canada.jp）

昨年は大阪で開催した「フォーカス・カナダ・ジャパン」の様子

表紙クレジット：上段右 © Banff Lake Louise Tourism、中段右 © Study Abroad Canada、下段右 © NWTT
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　メディア向け記者会見の中で、カナダ
観光局社長兼CEOのデービッド・ゴール
ドスティーン氏は、「カナダにとって2015
年は素晴らしい年となった」とアピール。
昨年、カナダを訪れた外国人訪問者数（宿
泊者）は、前年比7.5％増の1778万2949人
を記録。好調な需要を受け、今後２年間
で5000万カナダドル（約45億円）の観光
プロモーション用追加予算が現在、カナ
ダ連邦議会で審議中であることを明らか
にした。
　好調の要因として、ゴールドスティー
ン氏は、国際線航空座席供給の増加（過
去５年間で12％増）やカナダドル安、ビ
ザプロセスの改善（インド、中国、ブラ

カナダに「追い風」、2年間で45億円の追加予算
訪問者数増、好調なマーケット背景に

「ランデブー・カナダ2016」レポート

カナダ観光局（Destination Canada）主催のトラベルトレードショー「ランデ
ブー・カナダ2016」が4月24〜27日にケベック州モントリオールで開催された。
40回目となる今年は、過去最高となる1680名が参加。日本からは、バイヤーとし
て昨年より多い旅行会社41社55名が集まり（含む現地法人。メディアを含めると
45社59名）、国別ではカナダ、中国、アメリカ、英国に次ぐ規模となった。各バ
イヤーは期間中、現地カナダのサプライヤー582社／団体との事前アポイント制に
よる個別商談を行った。

RVC2016 Report

　最終日には、カナダ連邦政府より中
小企業・観光大臣のバーディッシュ・
チャガー氏とカナダ民族遺産大臣のメラ
ニー・ジョリー氏が登場。チャガー大臣
は、前述の追加予算について触れ、「ツー
リズムは、カナダのブランドをアピール
する上での重要な要素となる」と強調。

若年層向けの新キャンペーンがスタート
来年の建国150周年へ向け

「ランデブー・カナダ2016」
ケベック州モントリオールで開催

さらに来年のカナダ建国150周年へ向け、
カナダ国内の若年層へ向けた旅行需要喚
起を目的としたプロモーション「ミレニ
アル・トラベル・キャンペーン」を発表
した。
　カナダ観光局がカナダで若年層に人気
のキュレーションサイト「Much.com」と
組み、専用サイト「Far & Wide」（http://

farandwide.much.
com/）を開設、
ソーシャルメディ
アも活用しなが
ら、若年層である

「ミレニアル世代」
へ向けたカナダの
新しい旅の魅力を
紹介する。

ジルなど）を挙げ、「国際マーケットにお
いてカナダは、過去10年で初めてシェア
を伸ばすことができた。カナダには今、
追い風が吹いている」と強調した。

　観光局では、2020年に外国人訪問者数
を2000万人まで増やす目標だ。実現へ向
け、「実際の旅行につながる」（ゴールド
スティーンCEO）コンテンツ発信に注
力する方針。記者会見の場で、同氏は

「カナダはcoldではなく、coolなデスティ
ネーションである点を打ち出したい」と
アピールした。
　ゴールドスティーン氏は「カナダは大
きくてクリーン、美しく、自然豊かなイ
メージを持たれている。国のブランド力
も世界で１、２を争う。しかしながら実
際の旅行に結びつかないことが問題。こ
れまでとは違うアプローチが必要だ」と
指摘。そこで重視するのが、コンテンツ
発信。同氏は「カナダは活力があり、文
化やグルメ、先住民文化など、クールな
側面がある」と説明。具体例として、今
回のランデブー・カナダの開催地である
モントリオールを挙げ、「国際的にも有名
なジャズフェスティバルや映画祭など、
イベントや文化で特徴を打ち出している
好例」と評価する。
　コンテンツ発信にあたっては、各マー
ケットの特性に合わせた展開を進めてい
く。昨年日本でスタートしたポータルサ
イト「カナダシアター」（http://canada.
jp/）を軸としたマーケティング展開、そ
れに続くドイツでの動画を使ったオンラ

2020年までに2000万人 
「クール・カナダ」を訴求、旅行動機に

イン・キャンペーンは、コンテンツ発信の
一例。今後は、アメリカ市場向けのキャ
ンペーン、さらにカナダ国内の「ミレニ
アル・トラベル・キャンペーン」（前述）を
進める。アメリカとカナダ国内のキャン
ペーンは、どちらもミレニアル世代（10
〜20代）を意識、画像投稿SNSのインス
タグラムなど、ソーシャルメディアを活
用した展開となる。
　ゴールドスティーン氏は「観光局は、
一般消費者と旅行業界サプライヤーをつ
なぐ橋渡し的な役割を目指す」と強調。
観光局が各種プロモーションで、カナダ
のコンテンツを積極的に発信することで
旅行需要を喚起し、実際の渡航に結び付
けたい考えだ。

　毎年、開催地ならではのユニークで魅
力あふれる内容が特徴の「ランデブー・
カナダ」。今年はモントリオールを本拠地
とする世界的なパフォーマンス集団「シ
ルク・ドゥ・ソレイユ」の最新ショー

「Luzia」のプレミア公演を観賞。シルク・
ドゥ・ソレイユの移動公演の新演目は、
まず本拠地であるここモントリオールか
らスタートするのが慣例だ。
　また、モントリオール観光局主催のバ
イヤー向け朝食会では、来年のモントリ
オール建都375周年を記念するイベント
の内容が紹介された。カナダ建国150周年
と合わせて実施するもので、イルミネー
ションや各種フェスティバルなど、年間
通じて盛りだくさんのイベントを予定す
る。
　なお、来年のランデブー・カナダは、
アルバータ州カルガリーで5月9〜12日に
開催される予定だ。

開催地ならではの魅力あふれる内容
来年はアルバータ州カルガリーで開催

過去最大規模
日本から55名が参加

次ページに続く ➡

「ランデブー・カナダ2016」会場風景

カナダ観光局 社長兼CEO デービッド・ゴールドスティーン氏

左からカナダ連邦政府 中小企業・観光大臣 バーディッシュ・
チャガー氏、カナダ民族遺産大臣 メラニー・ジョリー氏 「Far & Wide」（http://farandwide.much.com/）

ゴールドスティーン氏。
カナダ側サプライヤー向けの発表の場にて

アポイントの後は、シルク・ドゥ・ソレイユの最新ショー
「Luzia」を鑑賞

来年はアルバータ州カルガリーで開催
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「ランデブー・カナダ2016」レポート RVC2016 Report

冬素材を開拓、ユーコンとの組み合わせも
─ ブリティッシュ・コロンビア州

　カナダで最も多くの日本人が訪れるブ
リティッシュ・コロンビア（BC）州。昨
年はエア・カナダ ルージュの関空−バン
クーバー線就航で人気を集めたが、今後
は「訪れる時期と場所をどう広げていく
か」が課題という。BC州観光局 日本担
当マネージャー モラス奈津子氏は、「夏
場は混み合っており、マーケットを拡大
していくには、冬やショルダーシーズン
の需要喚起が不可欠。またデスティネー
ションの選択肢も増やしていく必要があ
る」と指摘する。
　なかでも注目するのが、冬のクリスマ
スだ。バンクーバーや州都ビクトリアの
イルミネーションイベントやクリスマス
マーケットなど、「11～12月と期間は限定
されるものの、昨シーズンは予想を超え
る集客を見せており、旅行会社でも取り
上げる気運が高まっている」という。
　隣接するユーコン準州との組み合わせ
も提案する。昨シーズンはFAMツアーを
実施、「オーロラは、冬のカナダに行く大
きな理由のひとつ。BC州との組み合わせ
で、北欧やアラスカとの差別化を図り、
リピーターへの訴求も含め、カナダへ行
く理由付けとしたい」考えだ。
　日本からユーコン準州へ向かう場合に
乗り継ぎ地点となるバンクーバー。クリ
スマスに加え、「地産地消やロハス」と
いった食のシーンを体験したり、昨年
オープンしたアウトレットモールなど、
ショッピングを楽しんだり、オーロラと

都市の魅力をセットで紹介。また「バン
クーバーに滞在することで体力的な負担
が減るほか、乗り継ぎ便をずらすことで、
座席も取りやすくなるだけでなく、料金
的にも割安になる」というメリットもあ
る。
　ショルダーシーズンでは、早春の花に
注目。「温暖なバンクーバーでは、２月末
～３月初旬に桜が開花し、オーロラとの
組み合わせも提案できる」とのことで、
新しい旅として訴求する。秋は「黄葉」
をテーマに、ワイナリーが集まるオカナ
ガン地方から東のネルソンへ向かい、カ
ナディアン・ロッキーへ行くルートを紹
介、「黄葉に加え、温泉も楽しめる。見ど
ころを提案してツアー化していきたい」
と意気込みを見せる。

夏の魅力を訴求、販促ツール整備
─ ユーコン準州

　ユーコン準州政府観光局では、日本語
のパンフレットとツアー日程表を新たに
作成、またロッジを紹介する冊子（英語）
も用意、販促ツールとして活用する。特に
ロッジは、「旅行会社からの関心が高い。
どのロッジも小規模なので、FIT向きと
なるが、犬ぞりを楽しんだり、美味しい料
理を楽しめたり、また湖畔の立地など、バ
ラエティー豊か」（観光局 日本マーケッ
ト担当 高橋由香氏）と特徴がある。
　今後の展開としては、夏の需要喚起に
力を入れる。高橋氏は「ホワイトホースの
オーロラが浸透してきたが、これだけで
ユーコンの魅力は語れない。カナダ国内
や欧米から訪れるのは夏から秋にかけて
のシーズンが中心。日本マーケットでも
十分通用するので、もう少し需要を喚起

したい。オー
ロラは大きな
柱ではあるも
のの、本来の
ユーコンの魅
力を日本に届
ける工夫をし
たい」と意欲
を見せる。
　 具 体 的 に
は、夏だけの
絶景やハイキング、野生動物が楽しめる
ゴールデンサークル、ツンドラの紅葉や
夏の白夜を体験できるドーソンシティを
通るルート、さらに北極圏へのルートな
ど、いずれもツアー日程表に載っている
行程を訴求、夏の需要につなげる。

冬の需要喚起、都市滞在も提案
─ アルバータ州

　今後の課題となるのが冬季の需要喚
起。ノースウエスト準州とのコンビネー
ションで、イエローナイフのオーロラ観
賞の後、カルガリーやバンフに立ち寄る
旅行商品は増えており、需要は伸びつつ
あるものの、「夏の供給は逼迫しており、
シーズンの拡大、訪れるデスティネー
ションの拡充が必要。カナダ観光局の方
針もあり、特に冬の需要喚起に努めたい」

（アルバータ州観光公社 市場開発担当
ディレクター 小西美砂江氏）考えだ。
　具体的な提案のひとつとなるのが都市
滞在だ。日本からの直行便が飛ぶカルガ
リーは、ホテル料金も下がっており、利
用しやすい環境にある。「カルガリーを拠
点に、カナディアン・ロッキーや恐竜の
発掘地であるドラムヘラー、世界遺産の
ウォータートン・レイクス国立公園へ行
くことができる」ほか、市場やファー
マーズマーケットを巡るフードツアーや
地ビール体験など、食を切り口とした提
案も行いたい意向。またエドモントンも
フードツアーが充実しているほか、「関連
プログラムが充実しているので、教育旅
行にも最適」とあるように、いろいろな提
案を通じ、都市滞在の訴求を行っていく。

　また、今後はMICEについても積極的
に取り組んでいく方針。「最近はMICEに
関する問い合わせも増えており、シーズ
ナリティーに影響されないので、観光と
組み合わせた提案を行いたい」と意欲を
見せる。エネルギー産業や農業など、ア
ルバータ州の主要産業をベースに、在日
州政府事務所との連携を図りながら取り
組みを強化していく。

アルバータ州など、他州との組み合わせも
─ ノースウエスト準州

　オーロラの目的地として人気を集める
ノースウエスト準州だが、新たな取り組
みとしてスタートしているのがアルバー
タ州との組み合わせだ。「オーロラとカナ
ディアン・ロッキー、それぞれの州の得
意な部分を組み合わせたツアーで、どち
らにもメリットがある」（ノースウエスト
準州観光局日本オフィス アカウント・マ
ネージャー 田中映子氏）と力を入れる。
　同準州の玄関口となるイエローナイフ
へは、日本からの直行便が飛ぶアルバー
タ州カルガリー経由が便利。カルガリー
とイエローナイフは、１日２便のフライ
トがあり、日本からスムーズな乗り継ぎ
が可能だが、便をずらすことで、座席が
取りやすくなるなどのメリットがある。
　素材面では、昨年12月イエローナ
イフにオープンした地ビール醸造所

「NWT Brewing 
Company」、 同
じくイエローナ
イフに今年８月
オープン予定の
ノヴァホテル、
ま た 来 秋 に は
オ ー ル イ ン ク
ルーシブタイプ
の ラ グ ジ ュ ア
リ ー な 宿 泊 施
設「ソルティス
ロッジ」がオー
プン予定。「新しいタイプのリゾートが
オープンすることで、富裕層やハネムー
ナーへ向けに、ひと味違った体験やリ
ピーターへの提案も可能となる」と期待
を見せる。

教育旅行、冬季の素材開発に注力
─ オンタリオ州

　オンタリオ州を訪れた日本人訪問者数
は、昨年12万876人を記録、前年比で3.2％
増と好調に推移した。その要因のひとつ
となったのが、エア・カナダ ルージュの
関空−バンクーバー線の就航だ。「関西の
各旅行会社で、バンクーバーを拠点にカ
ナディアン・ロッキーやナイアガラの滝
を巡る周遊コースが増え、ファーストタ
イマーを中心に人気を集めた」（カナダ・
オンタリオ州観光局 アカウント・マネー
ジャー 田中恵美氏）という。また今年は
デルタ航空が国際線乗り継ぎ用の関空−
成田線を開設、同路線を利用してアメリ
カ経由でオンタリオ州へ入ることができ
るほか、中部−デトロイト線を利用して
名古屋から入ることもできるため、これ
らルートを使った商品も増えている。
　昨年より観光局では、現地コーディ
ネーター会社と組んだ地方都市でのセミ
ナーを開催するなど、教育旅行に注力、そ
の結果も表れている。なかでも特徴的な
のが「フランス語の研修目的でオタワを
訪れるケースが増えている」点。フラン
ス語圏のケベック州に接するオタワは、
フランス語と英語の教育プログラムが充
実。来年はカナダ建国150周年で、カナダ
の首都として注目が集まるオタワ。「建国
150周年に合わせ、ミュージアムの改装が
進むなど、旅行会社からの注目も集まっ

ており、盛り
上がりに期待
したい」とこ
ろだ。
　今後の展開
としては、引
き続き教育旅
行に力を入れ
るほか、冬季
の旅行素材開
発も進めてい
く方針。「夏
や秋は移動手
段や宿泊施設
が逼迫してお
り、新たな需
要獲得のためには冬季の開拓が必要。ト
ロントのクリスマスマーケットや冬なら
ではのアクティビティー、イベントを紹
介したい」考えだ。
　また新たな展開として、プリンスエド
ワード島（PEI）州政府観光局と共同で、
食を切り口とした提案も行う。「オンタリ
オ州のワインやメープルシロップ、PEI
州のシーフードなどを組み合わせ、『東部
カナダ グルメ街道』として女性層への訴
求を図りたい」意向。メディア露出や旅
行会社へ向けたツアー造成の働きかけを
目指す。

現地法人へのアプローチ強化、直行便にも期待
─ ケベック州

　日本マーケット向け戦略について、ケ
ベック州観光局 戦略立案／マーケティ
ング担当マーケット・アドバイザー ロ
ン・パケット氏は、「現地法人へ向けたア
プローチを強化している」と説明する。
　具体的にはFAMの実施や女性向けの
パッケージを提案。「午前中にフランス語
のレッスンを受け、午後は料理教室やワ
インテイスティング、ヨガ体験など、女
性層向けに他のカナダの州とは違った魅
力を紹介したい」考え。フランス語の語
学研修プログラムにも力を入れる。

　また観光局、
ケベック州とし
て、日本とモン
トリオールを結
ぶ新たな直行便
実現へ向けた取
り組みも進めて
おり、日本で開
催予定のカナダ
関連イベントへ
の協力も検討し
ていく。

食を切り口にオンタリオ州と共同セミナー
─ プリンスエドワード島（PEI）州

　一昨年のNHKテレビ小説「花子とアン」
で盛り上がりを見せたPEI州。昨年は反
動で日本人訪問者は減少したものの、「昨
年の数字は決して悪くなく、今年は昨年
の数字をキープすることが重要」（PEI州
政府観光局 日本代表 高橋由香氏）とい
うスタンスだ。
　具体的には、カナダ観光局が進めるカ
ナダシアターやチームカナダの枠組みを
軸に、旅行業界、一般消費者へのアプロー
チを図る方針。素材としては、引き続き
食に注目、「カナダシアターで投票による
行きたいツアー（ゴールデン・メープル
賞「ツアー情報」部門）の１位にPEIの
フードツアーが選ばれており、食を切り
口とした旅の提案に大きな潜在性を感じ
ている」とあるように、メディアへの露

出や旅行会社
へのツアー造
成の働きかけ
を行っていく
意向。現地サ
イドでも日本
人向けのフー
ドツアー開発
のサポートを
行う。
　また、カナ
ダ・オンタリ
オ州観光局と
共同で食をテーマに旅行会社向けセミ
ナーを実施する予定。「ゆくゆくは共同の
FAMツアーやメディア露出などのマー
ケティングも図りたい」考えだ。

各州観光局の動き

BC州観光局 日本担当マネージャー モラス奈津子氏

左からユーコン準州政府観光局 日
本マーケット担当 高橋由香氏、アジ
ア太平洋地区マーケティングマネー
ジャー ジェシカ・ラフェン氏

アルバータ州観光公社 市場開発担当ディレクター 
小西美砂江氏

左からノースウエスト準州観光
局 日本オフィス アカウント・マ
ネージャー 田中映子氏、ディラ
クター・オブ・マーケティング ロ
ン・オストロム氏

左からカナダ・オンタリオ州観光局 
アカウント・マネージャー 田中恵美
氏、業界リレーション＆国際マーケ
ティング担当副社長 トリシア・グラ
ント氏、トレード・コンサルタント ア
ジア ハービー浜崎氏

ケベック州観光局 戦略立案／
マーケティング担当マーケット・
アドバイザー ロン・パケット氏

左よりPEI州政府観光局 トレード＆
セールスマネージャー クレイグ・ス
リス氏、日本代表 高橋由香氏
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大自然のイメージが強いカナダだが、北米で人口が4番目に多い大都市トロント、また西海
岸のバンクーバーなど、洗練された都会の魅力もある。今年のランデブーカナダの開催地と
なったモントリオールもそのひとつ。トロントに次ぐカナダ第2の都市で、フランス文化が
色濃く残り、他のカナダの都市とはひと味違ったユニークな表情を見せてくれる。

　カナダでも屈指の歴史を誇るモントリ
オール。フランス人による入植が始まっ
た1642年は、日本ではちょうど江戸時代
初期にあたる。旧市街は、18～19世紀を
中心に古い建物が今でも残り、おしゃれ
なレストランやカフェ、ショップも数多
いので、街歩きには最適だ。
　モントリオール出身の歌手セリーヌ・
ディオンが挙式したノートルダム聖堂、
城壁など入植時の遺構を見ることができ
る考古学歴史博物館「ポワンタカリエー
ル」では、日本語を含む８ヶ国語でモン
トリオールの歴史を体感できるビデオプ
ログラムがあるので必見だ。
　旧市街には、無料Wi-Fiが整備されてお
り、そこでぜひ使ってみたいのが無料ア
プリ「Montréal en Histoires」。アプリを
立ち上げて、ノートルダム聖堂など、旧
市街にある60のポイントにかざしてみる
と、画面に昔の様子が現れる仕組みで、
過去の旧市街の情景を追体験できる。

　モントリオール観光局は、来年のカ
ナダ建国150周年に合わせ、今年の12
月より建都375周年を記念した各種イ
ベントを年間通じて実施する。セント
ローレンス川に架かるシンボリックな
ジャック・カルティエ橋のイルミネー
ション、グルメや音楽、スポーツ、アー
トなど、多彩なラインナップで盛り上
げる。
　モントリオール観光局 社長兼CEO 
イブ・ラルミエール氏は「年間で500も
のイベントを予定している。北米で最
も歴史のある都市のひとつであるモン
トリオールが多彩な文化の発信地であ
る点を強くアピールしたい」と意気込
みを見せる。

来年は建都375周年
カナダ建国150周年と連動
年間通じて各種イベント

「ランデブー・カナダ2016」レポート RVC2016 Report

カナダのアーバンライフを体験

　フランス語圏のケベック州最大の都市
として、またフランス語圏でパリに次ぐ
規模を誇るモントリオール。だが実際、
街を歩くと、フランスの雰囲気だけでは
ないことが分かる。オフィスビルやホテ
ル、デパートやアパートメントなどが集
まるダウンタウンの建物は、19～20世紀
初頭に建てられたイングランド／スコッ
トランド風の重厚なビクトリア様式が主
流。英国領だった名残で、フランスとは
また違った独特の街の風景だ。
　そんなモントリオールを高層ビルの上
から一望できるアトラクションが誕生す
る。今年６月オープン予定の「オ・ソメ 
プラース・ビルマリー」は、46階建てのビ
ルの最上階に設けた展望デッキのほか、
11のテーマでモントリオールの歴史や文

化がわかる展示スペース、レストランを
併設。レストランには屋外スペースもあ
り、貸し切りで300名収容可能だ。
　ちなみにモントリオールでは条例によ
り、町の名前の由来ともなった標高233
メートルのモン・ロワイヤル山よりも高
い建物を建てることが禁止されている。

モントリオール五輪から40年
オリンピック・パーク
　モントリオールを上から眺めるスポッ
トはほかにもある。郊外のオリンピック・
パークにあるモントリオール・タワーだ。
オリンピックのメインスタジアムに併設
し、高さ165メートルで傾斜塔としては世
界一の高さを誇る。まわりに高い建物が
ないので、遠くアメリカまで見渡すこと
ができる。
　モントリオール・オリンピック開催か
ら今年で40年。パーク内では関連の展示

を予定しており、パーク中央には、この
オリンピックで金メダルを獲得した国の
旗がひらめいていて、日本の国旗も見る
ことができる。

　今回、モントリオールを訪れて一番印
象的だったのが「ネイバーフッド」だ。
いわゆる郊外のエリアで、「プラトー・モ
ン・ロワイヤル」や「マイル・エンド」
などの地区がある。
　どのエリアも地下鉄やバスを使って簡
単にアクセスが可能。ユダヤ人やイタリ
ア人、ギリシャ人やポルトガル人など、
移民も多く住んでおり、モントリオール
の人たちのリアルな生活の場を垣間見る
ことができる。
　20世紀初頭に開発が始まったため、そ
の当時のアールデコ調の美しいアパート
メントが建ち並ぶ。おしゃれなエリアや
庶民的なエリア、いくつか移動しながら
散策するのが楽しい。建物の壁面には
クールなストリート・アートが施され、地
元デザイナーのブティックやギャラリー
なども点在する。
　またネイバーフッドは、グルメ・ス
ポットとしても地元で人気。行列が絶え
ないスモーク・ミートは、スモークした
とは思えないほど肉汁たっぷりでジュー
シー。ベーグルも有名で、石窯で焼いた
ベーグルはシンプルながらも外はカリカ
リで中はモチモチ。ハチミツを入れたお
湯で生地を茹でるのでほのかな甘さを感
じる。モントリオールへ訪れたら絶対に
焼きたてを味わいたい。お店は24時間営
業というから驚きだ。
　近年注目を集めるのが地ビール。モン
トリオールには、40ヶ所の醸造所があり、
その規模は北米でポートランド（米オレ
ゴン州）に次ぐ規模。醸造所の多くがパブ
を併設し、そこで飲むスタイルが多く、
商品としてあまり出回らない。つまり、
ここでしか味わえないわけだ。
　市場にも足を運びたい。ジャンタロン
市場は、近郊の野菜や果物が並び、簡単
な食事も楽しめる。地元の人で賑わって
おり、ケベック州のものだけを集めた食
品店は、おみやげ探しにピッタリ。メー
プルシロップやアイスワイン、フォワグ
ラ入りなどのパテも美味しい。
　こうしたネイバーフッドのスポットを
巡るウォーキングツアーも数多く用意さ
れている。なかには地ビールのパブ巡り
やストリート・アートなど、テーマ性の高
いものも。自転車で回るツアーもある。
　もちろん地下鉄やバスを使って自分の
足で回ることもできる。また、町の至る
所に自転車のレンタルスポットがあるの
で、自転車を借りて巡ることも可能。旧
市街だけでなく、こうしたネイバーフッ
ドでモントリオールの真のアーバンライ
フを体験したい。

英国の雰囲気を感じさせるダウンタウン
ニュースポットも登場

旧市街の街並みを歩く
無料アプリでタイムトリップ

印象的な郊外、リアルな生活の場
プラトー・モン・ロワイヤル、マイル・エンド

　特に冬は、イルミネーション・フェ
スティバルやイルミアート（２月23日
～３月12日）、真冬の屋外で開かれるエ
レクトロ・ミュージックの音楽フェス

「イグルーフェスト」（1～2月）が開かれ
る予定だ。

（詳しくは）http://www.375mtl.com/en/

モントリオール

無料アプリ「Montréal en Histoires」に
建物をかざすと昔の姿が出現

旧市街の中心アルム広場に面したノートルダム聖堂

旧市街の街並み

「オ・ソメ プラース・ビルマリー」から見るダウンタウン

オリンピックのメインスタジアムとモントリオール・タワー

印象的なネイバーフッドの街並み

ストリート・アートを巡るウォーキングツアーも

モントリオール観光局 社長兼CEO イブ・ラルミエール氏

行列ができるスモークミート

焼き立てアツアツ、モチモチのベーグル

クリーミーな生ビール。
いろいろな種類がある

町の至る所にある自転車のレ
ンタルスポット。1日5カナダ
ドルで気軽にレンタルできる
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アルバータ州

アメリカ合衆国
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バンフ

カルガリー
フェアモントホットスプリングス

カナディアン・ロッキー

オカナガン地方

ネルソン

ケロウナ

オソヨース
バンクーバー

ウィスラー

ビクトリア

ナナイモ
トフィーノ

バンクーバー島

カナダブリティッシュ・コロンビア州
秋から冬、春にかけての楽しみ方
オフシーズンと捉えがちな冬のカナダだが、ブリティッシュ・コロンビア州には、冬だからこそ楽しめるアク
ティビティーがたくさんある。またバンクーバー周辺は、暖流の影響で冬でも比較的温暖で過ごしやすく、
春の訪れも早い。秋から冬、そして春にかけてのブリティッシュ・コロンビア州の楽しみ方を紹介したい。

バンクーバー
スタンレー・パークのブライト・ナイト
　町に隣接して手つかずの大自然が広
がるスタンレー・パーク。幻想的な光
の装飾がクリスマス気分を盛り上げて
くれる。クリスマス用の可愛い電車は
子供たちに人気で、まるでメルヘンの
世界に迷い込んだかのよう。

http://vancouver.ca/parks-recreation-
culture/bright-nights-train.aspx

バン・デューセン植物園の
フェスティバル・オブ・ライト
　春のキバナフジで人気の植物園もク
リスマス期間中は壮大なイルミネー
ションに包まれる。小路を歩きながら
ファンタジーな世界に浸ったり、サン
タクロースを探す子供向けのイベント
に挑戦したり、楽しみ方はいろいろ。特
に音楽に合わせて光が躍る「Dancing 
Lights」は必見だ。
http://vandusengarden.org/explore/events/

クリスマス・マーケット
　バンクーバーのダウンタウンにもク
リスマス・マーケットが出現！買い物
をしたり、本場ドイツと地元の料理を
ビールや温かい飲み物と共に楽しんだ
り、クリスマスの華やかな雰囲気に触
れてみたい。今年は11月26日～12月24
日まで。

http://vancouverchristmasmarket.com/

キャピラノ吊り橋のキャニオン・ライト
　ノース・バンクーバーの観光名所も
クリスマスへ向けて幻想的な姿に生ま
れ変わる。渓谷の暗闇の中に浮かぶ光
の架け橋は、実に印象的。本物のモミ
の木を使ったクリスマスツリーは、高
さ46.4ｍで世界最大規模を誇る。

https://www.capbridge.com/explore/
canyon-lights/

ビクトリア
ブッチャート・ガーデンの
マジック・オブ・クリスマス
　１年中お花が楽しめるビクトリアの
人気スポットもクリスマスのイルミ
ネーション一色に。昼間とは違ったロ
マンティックな雰囲気で、一度訪れた
ことのある人にもおすすめ。州議事堂
など、ダウンタウンのライトアップも
美しい。

http://www.butchartgardens.com/
activities/5-seasons

マーケットやイルミネーションは必見！
バンクーバー、ビクトリアのクリスマス

ブリティッシュ・コロンビア州 British Columbia

カナダ ブリティッシュ・コロンビア州観光局　　www.HelloBC.jp（日本語）　HelloBC.com（英語）

　暖流の影響で温暖な気候のバンクー
バー島は、冬でも充分ハイキングが楽
しめる。太平洋沿岸のユクルーレット
は、昔ながらの漁村でのんびりとした
小さな町。海岸沿いの９kmにわたるワ
イルド・パシフィック・トレイルは、
美しい海岸線と世界でも貴重な温帯雨
林の中を歩く絶好のハイキングルート
となっている。

　海沿いの美しいビーチを横目にト
フィーノへ。海岸沿いにはスタイリッ
シュなリゾートが点在しており、そこ
から海上に発生する嵐を見る「ストー

ムウォッチング」が人気。毎年11～2月
の冬の時期だけの現象で、海岸に押し
寄せる荒波は実にダイナミックだ。
　さらに先住民ガイドと一緒に伝統的
なカヤックに乗り、彼らの文化が息づ
くミアーズ島へ移動。樹齢1000～1500
年の大木が残るビッグ・ツリー・トレ
イルも体験したい。

ワイルド・パシフィック・トレイル
http://www.wildpacifictrail.com/

ビッグ・ツリー・トレイル
http://www.tourismtofino.com/trails

冬でもハイキング
温暖なバンクーバー島の温帯雨林を歩く

　カナダ東部メープル街道の紅葉は有
名だが、ブリティッシュ・コロンビア
州でも美しい「黄葉」が楽しめる。
　オカナガン地方は、ワインの産地と
して知られるエリア。秋の時期はぶど
うの葉が黄色に変わり、あたり一面が
黄金色に輝く。オカナガンのワインは、
日本ではあまり飲むことができないの
で、ワイナリーを巡りながら、おみや
げにワインを買ったり、地元のワイン
や美味しい料理を味わったりしたい。

　東へ進むと、古くしっとりとした街
並みが印象的なネルソンへ。この辺り
一帯も黄葉で美しく染まる。さらに進
むと、フェアモントホットスプリング
スへ。その名の通り、ここは巨大な温
泉プールのあるリゾート地だ。
　ここからカナディアン・ロッキーへ
はもうすぐ。バンクーバーからカナ
ディアン・ロッキーへ、黄葉、ワイン
と美食、そして温泉と、秋の時期だか
ら体験できるルートだ。

「黄葉」と温泉が楽しめる注目ルート
ここだけのワインも味わえる

　冬のアクティビティーとしてやはり
外せないのがスキー。200本以上のコー
スを有する北米最大級のスキーリゾー
トで、上級者から初心者まで、コースの
バリエーションも充実。絶景を眺めな
がら、爽快感あふれる滑走が可能だ。ク
ロスカントリーや犬ぞり、スノーモー
ビル、スノーシューなど、さまざまな
ウィンター・アクティビティーも楽し

める。本格的なリゾートホテルでの滞
在も魅力だ。

http://www.whistlerblackcomb.com/

北米最大級のスキーリゾート
ウィスラーでスキー＆スノーボード三昧

グルメ
　いま注目のバンクーバーのグルメ
シーン。地元のワインや地ビールを堪
能したり、人気のドーナツ・ショップ
やカフェを巡ったり、グランビル・アイ
ランド・マーケットツアーなど、食の
ツアーも充実。お得にレストランで美
食を堪能できる「Dine Out Vancouver」
も要チェックだ。
Dine Out Vancouver（2017年1月20日～2月5日）

http://www.dineoutvancouver.com/
ショッピング
　ガス・タウンやイエール・タウンな
ど、ショッピング・エリアが充実して
いるバンクーバー。また、昨年オープン
したマッカーサーグレン・アウトレッ
トは、バンクーバー国際空港に隣接し
ているので、帰国前に立ち寄ることも
できる。
ホテルステイ＆スパ
　オーロラ鑑賞で疲れた身体を癒すに
は極上のホテルステイが最適。冬なら
ラグジュアリーなホテルもリーズナブ
ルに宿泊できる。スパ施設で極上のト
リートメントを受ければ、心も、身体
も癒やされることまちがいなし。
早春のお花見
　バンクーバーの春の訪れは早い。な
んと２月終わりから３月初めにかけて
は桜が街を彩りはじめ、４月に向けて

さまざまな花が咲き誇る。「オーロラ
＋桜」のような実にユニークなコンビ
ネーションもできる。

オーロラ鑑賞＋バンクーバー滞在
グルメにショッピング、スパ体験、お花見も！

毎年11月末頃からクリスマスのイルミネーションに包まれるバンクーバーと州都
ビクトリア。この時期ならではのマーケットやイルミネーションは必見で、１年で一
番華やかな夜を楽しむことができる。

冬に人気のオーロラ鑑賞。乗り継ぎ地点となるバンクーバーは、冬でも温暖な気候
で、気温は東京とさほど変わらない。オーロラ鑑賞にバンクーバー滞在を組み合わ
せるだけで、多彩な旅のコンビネーションができあがる。

世界的に貴重な温帯雨林の中を歩く

冬でも温暖なバンクーバー島 © Sander Jain 

ワイナリー巡りも楽しいオカナガン地方

ネルソンの黄葉

空港に隣接するマッカーサーグレン・アウトレット

桜が開花し、いち早く春が訪れるバンクーバー

グランビルアイランド・マーケットツアー
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カナダ建国150年 Canada 150

2017年は
カナダ建国150周年！

　カナダ旅行に関するさまざまなコンテ
ンツを集めた総合ポータルサイトで、カ
ナダ旅行に関する動画や特集記事、ブロ
グや旅行会社のツアー情報などを網羅。
多彩なラインナップで、まだまだ知られ
ていないカナダの新しい旅の魅力を提案
する。
　「歩く」「自然と共に生きる」「食べる」

「冒険する」など、10のテーマでカナダの
魅力を発信するほか、カナダ建国150周年

総合ポータルサイト

カナダシアター
www.canada.jp

　イマジカBSとカナダ
観光局との共同プロジェ
クト。2017年７月１日の
カナダ建国150周年へ向
けて、カナダシアターで
紹介する10のテーマにつ
いてのドキュメンタリー
とドラマで構成する。
　ストーリーは、カナダ観光局スタッフの秋月菜々が
2017年の建国150周年へ向け、現地カナダでさまざまな
出会いを経験しながら自分自身でカナダの魅力の原点
を探していくという内容。映像を通じてカナダへの理
解が深まり、旅行への意欲が掻き立てられるはずだ。
　ドラマはイマジカBSのほか、カナダシアターでも観
ることができる。

http://canada.jp/mosaic/

カナダ建国150周年記念ドラマ

MOSAIC ‒CANADA‒
 （モザイク ‒カナダ‒）

　また観光局では、実際のカナダへの渡
航へ結びつけるべく、「カナダシアター」
に限らず、さまざまなプログラムを通じ
てカナダ建国150周年を盛り上げていく
方針だ。カナダの旅行関連の出版サポー
トやブロガーを集めたイベントはその一
例。「インフルエンサー」によるSNSでの

さまざまなプログラムで
150周年を盛り上げる

　カナダ建国150周年へ向けて、日本でも大きなプロ
ジェクトが始動する。今年11月オープン予定の豊洲市
場（東京都江東区）の隣接地に、同月のグランドオー
プンを目指す「メープルリーフ ガーデン」だ。カナダ
の今を知ることができる「体験型テーマパーク」とし
て、2017年９月末までの期間限定で開設する計画。
　メープル リーフ ガーデンのテー
マは、「カナダのヘルスコンシャスな
ライフスタイル」。知っているよう
で、意外と知らない、自然と共に生
きるカナダの等身大のライフスタイ
ルを日本で紹介しようという試みだ。日本でも近年注
目を集めるオーガニック、ヨガ、アウトドア、ヘルス
＆ビューティーなど、新しい切り口で、カナダの今を
体験できるブースやイベントを予定している。
　具体的には、カナダ各地で開催されているファー
マーズ・マーケットやフードトラック（屋台）を会場に
再現。新鮮なオーガニック食材を使ったレストランや
カフェ、カナダのオーロラが体験できるプラネタリウ
ムを設けるほか、イベントを通して、カナダのライフ
スタイルの一部となっているランニングやヨガも体験
できる。また本場シュガーシャック（メープルシロッ
プの工房）を再現、世界中で人気のカナダブランドの
フラッグシップショップなど、幅広いラインナップで
カナダの伝統的な文化から新しい文化まで、トータル
で発信していく。
　同プロジェクトには、カナダ観光局も協力、旅行情
報の提供やセミナーの開催場所として活用していく予
定。クリスマス時期には、ケベック州のクリスマスが
体験できるイベントを計画。また主催者サイドでは、
旅行会社との協力も進めていく考えだ。

カナダのヘルスコンシャスなライフスタイルを
発信する期間限定テーマパーク

メープル リーフ ガーデン

2017年に建国150周年を迎えるカナ
ダ。現地では、150周年を祝うさまざま
なイベントやプロモーションが予定され
ている。カナダ観光局では、カナダ旅行
に関する総合ポータルサイト「カナダシ
アター」を昨年開設。サイト内では、各
種メディアや旅行会社とのタイアップで、
カナダの新たな旅の魅力を提案する。こ
の「カナダシアター」を軸に、日本でも
150周年に合わせたプロモーション展開
を計画しており、今後ますます目が離せ
ない。

　カナダ政府は、2017年の建国150周年を記念し、「パー
クス・カナダ（カナダ国立公園管理局）」が管理する国
立公園や国定史跡への入場を無料とすることを発表し
た。期間は2017年の１年間。
　カナダの国立公園は全部で39ヶ所。全土に広がり、
アルバータ州カナディアン・ロッキーのバンフ国立公
園、ジャスパー国立公園、プリンス・エドワード島州
のプリンス・エドワード島国立公園などは、数多くの
日本人が訪れる国立公園の代表格。また同州エドモン
トン近郊で手つかずの大自然が広がるエルク・アイラ
ンド国立公園、セントローレンス川の流域に無数の島
が浮かぶ景勝地として知られるオンタリオ州のサウザ
ンド・アイランズ国立公園、ワイルドな大自然を体験
できるユーコン準州のクルアニ国立公園などにも注目
したい。
　また、国定史跡は全土に168ヶ所もあり、カナダの
歴史を知る上で重要な史跡を網羅する。世界遺産にも
指定されているオンタリオ州のリドー運河、モントリ
オールやケベックシティの旧市街にもいくつか史跡が
あるほか、小説「赤毛のアン」の世界を楽しめるプリ
ンス・エドワード島州のグリーン・ゲイブルズ・ハウ
スも重要な国定史跡のひとつだ。
　カナダ建国150周年を機に、より訪れやすくなったカ
ナダの国立公園や国定史跡。上記のほかにもさまざま
なスポットがあるので、この機会を利用して、いくつ
か巡ってみるのもおもしろい。

2017年、
カナダの国立公園が入場無料に！

Hot Topics

（キャスト）安田早紀、前田亜季、江口のり子、
　　　　　袴田吉彦、ボブ・ワーリー、萬田久子

新しいカナダの魅力を発見！

ドラマ「MOSAIC ‒CANADA‒（モザイ
ク ‒カナダ‒）」の動画、各種メディアと
のタイアップによるスペシャルコンテン
ツといった、盛りだくさんのコンテンツ
で、どれもカナダへ行きたくなるような
内容ばかりだ。
　カナダへ行きたくなったら、各旅行会
社のツアー情報のページヘ。各社ホーム
ページのツアー紹介のページへリンクし
ており、そのまま旅行の予約や問い合わ
せができる。またカナダ観光局のツイッ
ター（@CanadaExplore）などの最新情報
も充実している。
　サイトは、タブレットやスマートフォ
ンにも対応。いつでもどこでもカナダの
旅行情報にアクセスできるので、ぜひ
ブックマークしていつでも見られるよう
登録しておきたい。

カナダシアター  www.canada.jp

情報発信やデジタルマーケティングによ
る販促など、カナダに関する多様なコン
テンツを発信していく考えだ。
　東京の新豊洲市場近くに今年11月グラ
ンドオープン予定の「メープル リーフ 
ガーデン」への協力もそのひとつ。カナ

ダ建国150周年へ向け、カナダを体験で
きるこれまでにないユニークなプロジェ
クトで、いわば「カナダの体験型テーマ
パーク」だ。観光局では、同プロジェク
トに協力、ガーデン内でのイベントやセ
ミナー等も検討する。

バンフ国立公園（アルバータ州） © Banff Lake Louise Tourism
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ユーコン準州

ノースウエスト準州

ヌナブト準州

ブリティッシュ・コロンビア州

アルバータ州

サスカチュワン州

マニトバ州

ホワイトホース
イエローナイフ

ビクトリア
バンクーバー

ウィスラー
ジャスパー

バンフ

エドモントン

カルガリー

11月末から12月いっぱい、バ
ンクーバーの各所でクリスマス
を楽しむことができる。お勧め
はスタンレーパーク。広大な敷
地に突如現れる光とクリスマス
ソングの饗宴は、カナダのクリ
スマスを体験するにはぴった
り。また、バン・デューセン植
物園のイルミネーションイベン
トやダウンタウンで開催される
クリスマス・マーケットも欠か
せない。

カナダの冬

ブリティッシュ・コロンビア州

バンクーバーのクリスマス
http://vancouver.ca/parks-recreation-culture/bright-nights-train.aspx

オフシーズンのイメージが強いカナダの冬だが、決してそんなことはない。
カナダの各州／地域の観光局イチオシの冬だからこそ楽しめる、

冬限定、冬ならではのアクティビティーを紹介したい。

各州／地域の観光局が紹介する

カナダおすすめの
冬のアクティビティー

ブリティッシュ・コロンビア州観光局
HelloBC.jp

夏は可憐な花々を見ながらハイ
キングが楽しめることで人気
のサンシャイン・メドウズで
は、冬は白銀のカナディアン・
ロッキーに囲まれて歩くスノー
シューがお勧め。大パノラマと
静寂の中、ザクザクとパウダー
スノーに足跡を刻む独特の感触
は、まるで未開の地を探検して
いるような気分が味わえる冬な
らではの特別な体験だ。ホット
チョコレートでのブレイクタイ
ムや、贅沢なチーズフォンデュ
がセットになったツアーもあ
り、誰でも気軽に楽しめる。

アルバータ州

サンシャイン・メドウのスノーシュー
http://www.skibanff.com/things-to-do/snowshoe-at-sunshine-village/

ユーコンでのオーロラ観賞は、
バラエティー豊か。ロッジから、
こぢんまりとした観賞ポイント
からと、さまざまな方法で楽し
める。自分に合った観賞方法を
選択して最高のオーロラ観賞を
楽しみたい。また、ユーコンクエ
ストに代表されるように、犬ぞ
りはユーコンの伝統スポーツ。
犬と一体に雪原を駆け抜ける経
験をぜひユーコンで！

ユーコン準州

オーロラ＆極北の冬アクティビティー

アルバータ州観光公社
www.travelalberta.jp

ユーコン準州観光局
www.yukonjapan.jp

© Banff Lake Louise Tourism
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オンタリオ州

ケベック州

ニュー・ブランズウィック州

ノバ・スコシア州

プリンス・エドワード島州

ニューファンドランド＆
ラブラドール州

オタワ

トロント

ケベックシティ

モントリオール

シャーロットタウン

カナダ

Winter Canada

オフシーズンのイメージが強いカナダの冬だが、決してそんなことはない。
カナダの各州／地域の観光局イチオシの冬だからこそ楽しめる、

冬限定、冬ならではのアクティビティーを紹介したい。

各州／地域の観光局が紹介する

カナダおすすめの
冬のアクティビティー

オンタリオ州の冬はシティ派も
アウトドア派も大満足。トロン
トのクリスマス・マーケットを
はじめ、ツリーの点灯式や街中
を彩るイルミネーション、街中
＆郊外で楽しむウィンターアク
ティビティは、アイススケー
トやスノーモービル、スノー
シュー、アイスフィッシングな
ど。さまざまな種類が楽しめる。

オンタリオ州

どこでも大満足！オンタリオ州各地の冬のアクティビティー

異文化体験は冬がお勧め。観光
シーズンで賑やかな島は、観光
にはもってこいだが、じっくり
と文化体験をしたいのなら、島
の人たちも落ちつく冬がお勧
め。クリスマスなどの伝統行事
やニューイヤーイブなど、大き
なイベントもホームステイを
通して身近に体験することが
できる。大人のホームステイも
お勧め。

プリンス・エドワード島州

冬こそホームステイ
http://www.crtours.co.jp/canada/sac.html

毎年３月下旬に行われる氷の彫
刻のコンペティション。昨年は日
本人が優勝を果たした。氷の彫
刻作品だけではなく、氷を使った
遊具も数多く作られ、子供たちを
はじめ、多くの人がこのイベント
を楽しめる。会場は湖の上。冬
になると、イエローナイフの周辺
の川や湖は厚さ２ｍ以上もの氷
が張るために、アイスロードと呼
ばれる道路になったり、このよう
なイベント会場になったりと、ロ
ング･ジョン・ジャンボリーはまさ
に、極北地域ならではの寒い季節
でも楽しめるイベントのひとつだ。

ノースウエスト準州

ロング･ジョン・ジャンボリー
http://longjohnjamboree.ca/

カナダ・オンタリオ州観光局
www.ontaristyle.com

ノースウエスト準州観光局
spectacularnwt.jp

プリンス・エドワード島州政府観光局
www.tourismpei.com/jp

© Study Abroad Canada

© NWTT
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カナダの冬 Winter Canada

旅行会社おすすめの「カナダの冬」

　昨冬シーズンにカナダの冬商品を拡充
した同社。なかでも好調だったのがオー
ロラで、「プロカメラマンが同行するツ
アーを新たに設定し、人気を集めた」（北
米・中米・カリブ旅行事業グループ飯田
憲史グループリーダー）とのこと。20～
30代の若年層の利用が増えたのも大きな
傾向で、「FIT強化でオンライン広告など
のプロモーションを増やしたことが要因」
とみる。
　新たな取り組みにもチャレンジした。

「スキー商品を増やしたほか、冬のトロン
トや冬のカナディアン・ロッキーなど、
ベストシーズンではないが、カナダ観光
局やエア・カナダの意向も踏まえ、冬商
品に対してはモチベーションを上げて取
り組んだ」という。
　例えば、カナダ東部のコースでは、町
の美しいイルミネーションを堪能でき、
氷でできた「アイスホテル」の見学な
ど、ベストシーズンの夏や秋では味わえ
ない、冬だけのユニークな体験を訴求。
特に「ベストシーズンにカナダへ旅行し
たことがある人など、リピーター需要を
喚起していきたい」と意気込む。
　冬は航空座席やホテルなど、割安で仕
入れることができ、さらに「オフシーズ
ンなので、現地サイドも日本マーケット
に合わせたアレンジに柔軟に取り組んで
くれる」とあるように、冬の旅行商品で
は、夏や秋などのベストシーズンにはな
い特典やサービスを盛り込むことができ

エイチ・アイ・エス

るというメリットもある。
　飯田氏がカナダの冬の魅力として注目
するのが「大自然」だ。「都会での魅力も
もちろんあるが、シロクマといった冬の
野生動物を観察するなど、冬のカナダの
自然を体験できる素材を開拓していきた
い」という。同社の現地法人では積極的
に現地視察を行っており、秘境専門デス
ク ネイチャーワールドでのツアー展開
も今後検討していく。
　「カナダの旅行需要をもっともっと伸
ばしていくには、ローシーズンとなる冬
の需要を上げていくことが重要。来冬
シーズンもオーロラに限らず、カナダ東
部の冬商品など、積極的に商品拡充を
図っていきたい」考えだ。

プロカメラマン同行のオーロラツアー
冬だけの魅力を訴求し、リピーターを喚起

　FIT向けの専門性の高い旅行商品を提
供する同社が冬の旅行素材として注目す
るのがVIA鉄道のスキーナ・ルートだ。
ブリティッシュ・コロンビア（BC）州のプ
リンスルパートからカナディアン・ロッ
キーの拠点のひとつであるアルバータ州
ジャスパーを結ぶ列車で、夏期はツアー
クラスとエコノミークラス、冬期はエコ
ノミークラスのサービスとなり、展望車
が付くので、車窓からカナダならではの
雄大な大自然を楽しむことができる。
　特に冬は「雪景色の中を走るので、夏
とは違った風景を楽しめる」（同社 内田
智恵氏）のが特徴で、「冬の列車旅」と
して提案していく。人気の大陸横断鉄道

「カナディアン号」と比べ、席が取りやす
く、割安なのもメリット。また「カナダ
の素朴な魅力に出会える」点も、ひと味
違ったカナダの体験を求める層に訴求で
きると期待をかける。
　カナダの冬の楽しみ方として、内田氏
は「冬のカナダの楽しみ方として、まず
挙がるのがオーロラやスキー。だが、そ
れはあくまでも楽しみ方のひとつであっ
て、他にもいろいろな楽しみ方がある」
と強調する。なかでも最近人気を集めて
いるのがスノーシューを付けた雪山のハ
イキング。「カナディアン・ロッキーは、
山ごとに表情があり、冬の情景はまた格
別。しっかりと防寒対策を施すので、そ
れほど寒くはない」とのことだ。
　また、冬だけの体験となるのが、カ

ナダの代名詞のひとつでもあるメープル
シロップの収穫。昔ながらのシュガー
シャック（砂糖小屋）で収穫の様子を見
学したり、メープルシロップを使った美
味しい料理を堪能したり、まさに冬の収
穫時期だけの楽しみとなる。
　冬のフェスティバルを体験するのも冬
のカナダの楽しみ方のひとつだ。「オタ
ワのウィンター・ルード、ケベック・シ
ティのウィンター・カーニバル」など、
ユニークなイベントが多く、12月には各
地でサンタクロースのパレードが行われ
る。こうしたフェスティバルを絡めた旅
行も紹介していく。
　今後の展開として、内田氏は「カナダ
観光局の協力も受けながら、定番商品や
過去に人気のあった商品を見直して、改
めて新たな魅力を掘り起こしていきたい
と考えている、カナダシアターを通じて
発信できれば」と意欲を見せる。

VIA鉄道スキーナ・ルートに注目
定番、過去の商品を改めて掘り起こし

　自社サイトや旅行比較サイト（エイ
ビーロード、トラベルコちゃん）でツアー
販売する同社。カナダを本格的に手掛け
たのは５年ほど前からで、以来FITを意
識した専門性の高いツアーを揃える。
　冬の主力はオーロラ。ノースウエスト
準州イエローナイフをベースに、オーロ
ラ鑑賞だけでなく、専門店だからこそ可
能な手配力を活かし、雪景色のカナディ
アン・ロッキーや凍結したナイアガラの
滝などを加えた「厳しい冬だからこそ美
しいカナダの大自然を体験できる周遊ツ
アーが好調。予約も早めに入る」（メディ
ア販売部 部長 古寺宏史氏）という。
　今後の展開については、「冬のカナダを
代表するのはやはりオーロラだが、オー
ロラ同様に冬のカナダでしか体験できな
い、行く価値のある旅行素材に積極的に
チャレンジしていきたい」考え。
　その中で、新たに注目するのがクリス
マスだ。「北欧では、オーロラだけでな
く、ムーミンやサンタ、雑貨など、他の
楽しみ方があり、女性層にマッチしてい
る。カナダでも同様に訴求できるものが
あるはず」と考える。カナダでは、ショッ
ピングやイルミネーション、イベントな
ど、都市ごとにそれぞれクリスマス時期
の楽しみ方があり、「単なるオーロラ＋α
ではなく、オーロラ同様にクリスマスも
カナダの冬の楽しみ方として提案できる
よう盛り上げていきたい」と力を入れる。
　また小説「赤毛のアン」の舞台として人

気の高いプリンス・エドワード島での冬
の滞在もツアー化。同島のツアーは「非日
常の憧れの世界を体験できる」点に注力
しており、冬はシャーロットタウンのク
リスマスイルミネーション、雪景色の赤
毛のアンの家など、冬ならではの光景が
楽しめるという。「赤毛のアンは、島の四
季の情景を描いており、冬でもアンの世
界を体験できる。冬だけの体験として、
リピーターに訴求したい」と意気込む。
　オーロラ自体も、イエローナイフだけ
でなく、今後はユーコン準州のツアーも
紹介していく予定。「ロッジでの滞在な
ど、イエローナイフとは違った切り口で
提案したい。2～3月に春を迎え、桜も開
花するバンクーバーを組み合わせたオー
ロラと花を楽しめるユニークなコースも
検討していく」考えだ。

オーロラと並ぶ「冬の魅力」発掘に注力
クリスマス、プリンス・エドワード島も

　カナダの冬商品として、昨冬シーズン
に同社が新たに発売したコースが「白銀
のカナディアンロッキー７日間」。人気の
古城風ホテル「フェアモント・バンフス
プリングス」に宿泊、途中大陸横断鉄道

「カナディアン号」に乗車、ジャスパー
の「星空鑑賞保護区」での星空鑑賞、バ
ンフの温泉、ゴンドラからスノードラゴ
ン（樹氷）を眺めるなど、冬だからこそで
きる体験をふんだんに盛り込んだ。
　造成で心がけたのは、「冬にしかないも
のを逆説的に掘り起こし、その中からお
客様に響く素材を当てはめた」（アメリ
カ・オセアニア旅行センター アシスタン
トマネージャー 田中佳宏氏）こと。
　ヒントとなったのが冬の東北や北海道
の旅行商品。「温泉、樹氷や流氷、冬に美
味しいカニやマグロ、白鳥など、冬しか
ないものを逆手に取って、売りにしてい
る」点を参考にし、日本人の好みに合っ
たカナダの冬素材を吟味し、ツアー化し
た。
　同コースは、４本の設定日すべて催行、
計80名を集客した。「爆発的な売れ行きと
いうわけではないが、オーロラやスキー、
また価格訴求型が中心となるカナダの冬
商品の中で、添乗員付きの周遊コースが
動いたということが自信に大きくつな
がった」という。
　今冬シーズンは「もっと前広に、素材
を掘り下げて、パワーアップした形で提
案したい」考え。また、カナディアン・

ロッキーに限らず、カナダ東部にも注目。
「アイス・フェスティバルやメープルシ
ロップの収穫、鉄道や料理、雪原など、
冬の素材を単に押し付けるのではなく、
お客様の心に触れるものをマッチさせて
行くことが大切」と、新たな商品造成へ
向け意気込みを見せる。
　一方、主力のオーロラは、人気のイエ
ローナイフに加え、ホワイトホースの添
乗員付きツアーを造成。「２名催行でガ
イド無し商品の多いホワイトホースでも
添乗員付きとし、200名集客できた。細分
化した需要を上手く取り込むことができ
た」と評価する。
　同社のこだわりは、メインのターゲッ
トであるシニア層を意識した「添乗員付
きの安心感」。ほかにもイエローナイフに
カナディアン・ロッキーやナイアガラを
加えた周遊コースも設定、集客につなげ
た。

「お客様に響く」冬素材を吟味
「白銀のカナディアンロッキー」集客に手応え

かもめ

カナディアンネットワーク

クラブツーリズム
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■ツアーディレクター（添乗員）同行　■食事（昼3・夕3）付　■最少催行人員10名　
■利用予定航空会社/エアカナダ（エコノミークラス利用）　■利用予定ホテル/ウェス
トマークホワイトホース（ホワイトホース：SP）〈指定〉　■相部屋/可　■3名1室（トリプ
ルルーム）/不可　■子供代金（2～11歳）/大人料金と同額

オ ラオ ロラオオ トベルトルトトロララロオーロラオオオ ロオーロラベルトオーロオーロオーロオーロオオオオオオオオオオ ロオ ロオ ロオ ロオーロラオーロララオオ ベルベルルトベルトベルトトベオーロラベルトーオーオーオオオオオオーロラーローロラーロローロラ

フフフイフイフナイイエローイイ ナエロイ ナイイナイイエローローナーナイナイイフ
イイ スストワイト スススワイイトホホホワイワイイトトホーホースース

コース番号

17528-476
1名様より受付

大自然豊かな極北、光の芸術を求めてエアカナダ

日次 スケジュール

1

（19：00）成田発 空路、バンクーバーへ。
（10：40）着後、乗継にてホワイトホースへ。
（夜）1回目のオーロラ観賞（オーロラを求め極北の原野を走
るオーロラハンティング）。 機 機（ホワイトホース泊）

2

（午前）自由行動。各種OPツアーもございます。
（午後）昼食後、ホワイトホース市内観光（ゴールドラッシュ時
代の面影を残す趣ある街並みをご案内します）。

（夜）2回目のオーロラ観賞（日本語ガイドによるオーロラ講座後、
先住民テント「ヤート」にて観賞）。 昼 夕（ホワイトホース泊）

3

（午前）自由行動。各種OPツアーもございます。
（午後）昼食後、野生動物保護区鑑賞ツアーで極北の動物探
訪。野趣あふれるタキーニ温泉（入浴体験）へもご案内。

（夜）3回目のオーロラ観賞。 昼 夕（ホワイトホース泊）

4
（終日）自由行動。各種OPツアーもございます。
（夜）4回目のオーロラ観賞（現地ガイドとともに、先住民のテント
「ヤート」にてオーロラ鑑賞）。 昼 夕（ホワイトホース泊）

5（早朝） 空路、バンクーバー乗継にて帰国の途へ。  機（機内泊）
6（16：40）成田着。通関手続き後、解散となります。 機
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ててて ホワイトホース 
　　オーロラ観測率

レベル2以上 ％
※現地手配会社調べ 2014年11月～

2015年4月※レベルについては弊
社ホームページのレベル分け

記載をご参照ください

11月～
4月平均

ホワイトホース地区での
オーロラ観測実績

オーロラ観測成功確率（2014年11月～2015年4月）

※オーロラの強さは弊社ホームページ記載のレベル2以上の計
測となります ※現地手配会社ARCTIC RANGE調べ。

2日目 3日目 4日目 平均（上記期間）

94.3% 95.0% 100% 96.8%

めて芸術術を求めてててて
オーロラ
チャンス
4回

オーロラ（イメージ）

講座会場（イメージ）

ヤート内

光
96.8

Webでは24時間受付

防寒着5点セット無料レンタル

218,000円218,000円
2名様1室利用のおひとり様旅行代金

※燃油サーチャージは旅行代金に含まれて
おりません。目安：約14,000円（基準日12/1
現在）。※国内空港施設使用料〈成田発着〉
（大人2,090円、子供1,050円）、旅客保安
サービス料（大人・子供520円）、海外空港税
（目安：約5,000円）が別途必要となります。■1人部屋追加料金/50,000円

2 月   2日 2 月  ㉖日
2 月  ⑤日 4 月  6日
2 月  �日

○印：出発決定 □印：お問い合わせ多数
野趣あふれる極地にてオーロラを極める

スーペリア
クラス（当社

基準）のホテル
野生が息づくホワイトホースで極北の地を満喫

荒野を疾走！オーロラハンティング 「オーロラ講座」も開催

オーロラ

動物・温泉 宿 泊

1
日目

極北の歴史ある温泉を楽しむ
タキーニ温泉（日帰りにてご案内）

極北に住む動物たちとの出会い
野生動物保護区観賞ツアー

※温泉入浴は水着着用となります。

ユーコン川沿いの大自然に囲まれた街・ホワイトホース

● ホワイトホースの中心部
日本語ツアーデスク完備

● 同じホテルに連泊するの
で荷物の移動もなく滞在

極を取り巻いてベルト状に分布する
オーロラ発生率が高い磁気緯度
65 ～ 70 度のエリア。
ホワイトホースはオーロラベルトの
直下に位置しています。

クラブツーリズム オーロラ 検索

オオーロラオーロラ
チャンスチャンス
444回回ホワイトホース

オーロラの調べ 6日間

温かい飲み物を
無料でご用意

2～4日目
先住民テント「ヤート」で
オーロラの出現を待つ

4連泊
街中心部に

オーロラベルトとは

2 月  8・⑱日　3 月  3・�・�日
出発日　※○印は出発決定、□印はお問い合わせ多数

■ツアーディレクター（添乗員）同行　■食事（朝5・昼4・夕5）付　■最少催行人員15名　
■利用予定航空会社/日本航空（エコノミークラス）　■利用予定ホテル/エンパイアラン
ドマーク（バンクーバー：SP）、ＶＩＡ鉄道、トンキンイン（ジャスパー：SP）、バンフスプリングス
（バンフ：DX指定）、コーストホテル（カムループス：SP）　■3人部屋利用/不可、■相部屋
/不可、■子供料金（2～11歳）/大人と同額

コース番号

17645-476
1名様より受付 日本航空往復直行便利

用

198,000円198,000円
※燃油サーチャージは旅行代金に含まれております。（燃油サーチャージが
増減または廃止された場合でも旅行代金の増減はありません）※国内空港
施設使用料、旅客保安サービス料、海外空港税が別途必要となります。
1人部屋使用料金
シングルルーム利用
50,000円

バンクーバーバンクーバー

カムループスカムループス

ジャスパージャスパー

バンフバンフ

カナディアン
ロッキー
カナディアン
ロッキー

カナダカナダ

食事

古城風ホテル
バンフスプリングス
宿泊

2名様1室利用のおひとり様旅行代金

カナダを代表する名門ホテ
ル。歴史刻む館内やアル
バータビーフの夕食をお楽
しみください。

大陸横断鉄道

旅情あふれる大陸横断鉄道鉄道

大陸横断鉄道（車内）　 食堂車

バンクーバー
～ジャスパー間

アルバータビーフアフタヌーンティー

カナディアンロッキーにたたずむ
バンフスプリングス外観

（イメージ）

日日間間

燃油
サーチャージ

込み！

宿泊

日日日日日
テルホテホテ

間間間間間間間間間

スーペリアク※当社基準ラス
他全都市

日次 スケジュール

1 （18：35）成田発 空路、日本航空直行便にてバンクーバーへ。（10：35）着後、バン
クーバー市内へ（添乗員が街歩きへご案内）  機 機 夕（バンクーバー泊）

2
（終日）バンクーバー市内観光（スタンレーパーク（○）、グランビル
アイランド（○）、ギャスタウン（△）、ライオンズゲートブリッジ（△）な
ど）。（20：30）大陸横断鉄道にてジャスパーへ  朝 昼 夕（車中泊）

3
大陸横断鉄道(車窓より白銀のカナディアンロッキーの美しい山々
や食堂車でのひとときをお楽しみください。)（16：00）ジャスパー着。
星空美しい「ダークスカイ保護区」内宿泊  朝 昼 夕（ジャスパー泊）

4

（終日）世界遺産カナディアンロッキー観光（コロンビア大氷原
（△）、クロフット氷河（○）、バンフの街（○）、ボウ滝（○）など）。
昼食は名門「シャトーレイクルイーズ」にてアフタヌーンティー。
宿泊は古城風ホテル「バンフスプリングス」  朝 昼 夕（バンフ泊）

5
（午前）宝石湖エメラルドレイク（○）、ロジャースパス（△）など、
（午後）キッキングホースマウンテンにてゴンドラより「スノーモ
ンスター」など美しい雪山を空中散歩 朝 弁 夕（カムループス泊）

6 （早朝）バンクーバーへ。（13：00）空路、日本航空直行便にて帰国の途へ 弁 機 機（機内泊）
7 （16：30）成田着。通関手続き後、解散となります。

アフタヌーンティーなど
名物料理14食付

星空観測保護区
「ジャスパー」

スノーモンスター
「ゴンドラ空中散歩」

絶景硫黄泉
「アッパー温泉」

山岳リゾート
「バンフ」

カナディアンロッキー絶景 ★★★★★★★

★★★★

★★★★ ★★★★★★

★★★★★

★★★★★

★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

星空 温泉

食

雪景

～憧れの古城風ホテル「バンフスプリングス」に泊まる～

P16-P17_nyuko01.indd   17 15/12/13   15:11

好評だった「プロカメラマン同行」のオーロラ
商品は、現在販売中の「夏秋オーロラ」商品で
も継続。次の冬商品でも設定予定だ。

スマートフォンにも対応する自社サイト
（www.kamometour.co.jp）

スキーナ・ルートの展望車から見る美しい雪景色

昨冬シーズンに販売したカナディアン・ロッキーの冬商品
「白銀のカナディアンロッキー７日間」
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2月
上旬

ユーコンで冬のカナダの真髄を体験
冬はオーロラ鑑賞で人気のユーコン準州。刻々と変化
する雄大な山々とオーロラが織りなすコントラスト
は、ユーコンだからこそ見ることのできる絶景だ。
オーロラ鑑賞以外にも、冬のユーコンにはたくさんの
アクティビティーが揃う。人生を変える大自然との出
会い―ユーコンで心揺さぶる体験を。

　オーロラが頻繁に発生する「オーロラベルト」の真
下に位置するユーコン準州。シーズンは、８月末から
４月の半ばまで。雪で覆われた銀嶺の上に広がるオー
ロラ、という絶景が見られるのもこの地ならではだ。
　この神秘的な現象をさまざまなスタイルで楽しめる
のもユーコンならではの醍醐味。小規模なツアーに参
加したり、自然の中にひっそりと佇むロッジに滞在し
て鑑賞したり、よりプライベートな雰囲気でオーロラ
を鑑賞できる。

白銀の山とオーロラとのコントラスト
ユーコンならではの絶景を堪能

ユーコン準州 Yukon Territory

　ユーコンでは、究極のウィンタードライブも可能だ。
カナダで唯一北極圏へと到達しているデンプスター・
ハイウェイ。冬、この道路の一部となっている川が凍
結、アイスロードとして横断できるようになる。道路
は全長740kｍで、ドーソン・シティ郊外から北極海近
くの町イヌヴィック（ノースウエスト準州）まで伸び
る。むき出しの岩山が屹立するトゥームストーン準州
立公園などユニークな景観のなかを走り抜け、やがて
北極圏の広大なツンドラの原野へ、という迫力あるド
ライブルートだ。車やガソリンなど重装備が必要とな
るので、ホワイトホースやドーソン・シティから出る
ドライバーガイド付きのツアーを利用するのがおすす
めだ。

究極のウィンタードライブ
北極圏へアイスロードを走り抜ける

　質の高いロッジ
が点在するユーコ
ン。どのロッジも
小規模なので、個
人旅行向きだが、
犬ぞりを楽しんだ
り、美味しい料理
を楽しんだり、美
しい湖畔に立地す
るなど、バラエ
ティーにあふれて
いる。
　ロッジでのオー
ロラ鑑賞ももちろ
ん可能。ロッジに
滞在すれば、鑑賞
場所へ移動するこ
となく、オーロラ
が現れたらロッジ
の外へ出たり、ま
たは部屋の中から
眺めたり、時間を
気にすることな
く、自分のペース
でオーロラを独り
占めできる利点が
ある。

より旅が楽しくなるロッジ
プライベートな空間でオーロラ鑑賞も

バンクーバー乗継が便利。バンクーバーからホワイトホースへは、エア・カナダ
とウエストジェット（季節運航）、ユーコンの航空会社エア・ノースが毎日飛んで
いる*。バンクーバーで日本路線との同日接続も可能だ。

ユーコンへの
アクセス

ホワイトホースとアラ
スカのフェアバンクス
の 間、1600kmを 犬
ゾリのみで10日以上
かけて走破する。完走
できるチームはわずか
で、「世界で最も過酷
なレース」とも呼ばれ
る。2012年に日本人
女性として初めて本田
有香氏が走破したこと
でも話題を集めた。ス
タート地点は、ホワイ
トホースとフェアバン
クスが毎年交互に変わ
り、2017年はホワイ
トホースからのスター
トとなる予定。

国際的な犬ぞりレース、日本人女性も活躍
ユーコンクエスト

雪上レースやクイーンコンテスト、力自慢大会、パレー
ド、コンサートなど、子供から大人までが楽しめるイベ
ントが連日盛りだくさん。日本チームも参加する雪像コ
ンテストも開催。

ホワイトホース恒例の冬祭り
ユーコン・サワドー・ランデブー

「世界で最も極寒でタフなウルトラレース」として知ら
れ、ホワイトホースからドーソン・シティの間をラン、
クロスカントリー、マウンテンバイクの３種目で競い合
う。距離は42km、100/300/430マイルの4コース。
自らの体力の限界に挑戦すべく、日本人の参加も増えて
いる注目のウルトラレースだ。

体力の限界に挑戦！極寒のウルトラレース
ユーコン・アークティック・ウルトラ

ユーコン準州観光局
http://yukonjapan.jp/＊運航スケジュールは要確認

　オーロラ鑑賞にかぎらず、冬のユーコンには、冬だ
からこそ楽しめるアクティビティーが充実している。
特に犬ゾリは、「ユーコンクエスト」などの国際大会も
開催される本場。よくトレーニングされたドッグチー
ムと共に、雪景色の大自然の中を疾走する快感は他で
は味わえないもの。ソリに乗るだけでなく、ドッグチー
ムを操縦するマッシャー（犬ぞり師）体験も可能だ。
　ほかにも雪原から森の中まで、専用トレイルを巡る
スノーモビルツアーやクロスカントリースキー、ハイ
キング感覚で楽しめるスノーシュー、ホワイトホース
近郊にあるマウント・シーマでのスキーやスノーボー
ドなどにも是非挑戦したい。
　さらにドリームキャッチャー作りといった、地元先
住民の文化体験やホワイトホース郊外にあるタキニ温
泉へのツアーなど、ユニークなプログラムも数多く、
夜も昼も充実した旅程を組み立てることができる。

充実のアクティビティーで
冬のユーコンを体感

冬を楽しむフェスティバル、
イベントも充実

2月
上旬

2月
下旬

雄大な山並みの上に現れるユーコンのオーロラ

美味しい料理に舌鼓。カリブーやアークティック
チャー （北極イワナ）など、極北の味覚も味わえる

ロッジに滞在して楽しむオーロラ鑑賞

設備の充実したハイエンドなロッジも多い

犬たちとの触れ合いも楽しいひととき

気軽に楽しめるスノーシュー

地元でも人気のタキニ温泉

ツンドラの大地に延びるハイウェイ北極圏でオーロラ鑑賞も
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ジャスパー

カルガリー

エドモントン

バンフ

エルク・アイランド国立公園

レイク・ルイーズ

キャンモア

ロッキーパノラマ街道

カナナキス
アルバータ州
Alberta

旅って、ここからがおもしろい
アルバータ州 Alberta

夏はターコイズブルーに輝くレイク・ルイーズだが、凍結し
た冬だからこそ楽しめるのがスケート。カナディアン・ロッ
キーの険しい山々と、奥に控えるビクトリア氷河に囲まれた
湖上という開放感たっぷりなロケーション。ついついその絶
景に目を取られてしまうので、まわりに注意しながら滑りた
い。湖上を滑れば、いくつかのメディアで「世界で最高のス
ケートリンク」に選ばれた理由を実感できるはずだ。

山と氷河をバックに、
湖上で滑る開放感

靴底にすべり止めを付け、ガイドが安全確認を行いながらサ
ポートしてくれるので安心。渓谷を分け入り、凍結した川の
上を歩くと、そこは静寂に包まれた世界が広がる。さらに進
むと、断崖絶壁に囲まれた凍結した滝が見える。普段は豊富
な水量で轟音とともに流れ落ちる滝が冬には様相を一変、あ
たかも時が止まったかのような姿を見せてくれる。所要時間
は１～２時間程度と、気軽に参加できる。

凍結した川の上を歩けば
静寂の世界が

バンフ国立公園近くにあるアブラハ
ム湖で冬だけに見られるユニークな
現象。凍結した湖に閉じ込められた
無数の泡（バブル）が白く見える様
子はまさに幻想的。湖底の枯れた植
物から発生するメタンガスが上昇し
てできるもので、何層にも連なった
り、形を変えたり、まさに寒い時期
だからこそ見ることができる自然か
らの贈り物だ。

スケート

アイス・ウォーク カナナキスのバウンダリー・ランチで体験できる犬ぞり。冒
険気分で大自然の中を突き進んだ後は、キャンプファイヤー
でココアを片手に、先住民のフライブレッド（揚げパン）を
食べながら温まる。優雅に楽しみたいならレイク・ルイーズ
の馬そりがおすすめ。目の前に広がるのは雪化粧したカナ
ディアン・ロッキーの絶景。ブランケット、飲み物とお菓子
のサービスが付く。

冬景色の自然の中へ一直線
犬ぞり、馬そり

夜間の照明を調整することで、星空鑑賞にベストな環境を提
供、闇夜に煌めく無数の星に圧倒される。オーロラが現れれ
ばラッキー。解説を聞けば、宇宙への興味はさらに高まるは
ずだ。「ダークスカイ保護区」の認定を受けたジャスパー国立
公園やバンフ国立公園で楽しめるほか、エドモントン近郊の
エルク・アイランド国立公園では、焚き火を囲みながら国立
公園のバイソン保護プログラムについて学ぶこともできる。

ベストな環境で満天の星空を
星空鑑賞

旬のグルメシーンを効率よく体験できるのがフードツアー。特産品をはじめ多くの
食材が集まるファーマーズマーケットや話題のレストランで、美味しい食べ物をつ
まんで、シェフの解説を聞きながら、食に対する知識を深めることができる。カル
ガリーでは現在６つのテーマ別フードツアーがあり、今後はキャンモアやエドモン
トンでも登場する予定。また、いま注目なのが「Farm to Glass（農場からグラス
まで）」のコンセプトで、地元の原料を使って造られるこだわりのビールや蒸留酒。
醸造所／蒸留所でのテイスティング付きのツアーもあるのでぜひ参加したい。

話題のフードツアーに参加、
人気の地ビールも

グルメ

ワールドクラスのリゾート地であるバンフは、温泉保養地と
しても人気。水着に着替えて、大きなプールのような湯船に浸
かれば、心身ともにリラックスできるはず。また由緒あるリ
ゾートホテル、フェアモント・バンフ・スプリングスやフェ
アモント・ジャスパー・パークロッジでの極上のスパ体験も
楽しみたい。大自然の恵みを全身で感じながら、アクティビ
ティーで疲れた身体をリフレッシュできる。

真のリラックス体験
温泉＆スパ

冬だからこそ体験できる！
アルバータ州 冬のおすすめアクティビティー

世界自然遺産に指定されているカナディアン・ロッキーでの
スキーはまた格別。「スキー・ビッグ３」と呼ばれるレイク・
ルイーズ、サンシャイン・ビレッジ、マウント・ノーケイの
スキー場では、１枚のチケットですべてのスキー場を滑るこ
とができる。気持ち良い青空の下で、上質なパウダースノー
を感じながら上級者コースから家族みんなで楽しめるコース
まで、誰でも忘れられない体験となるはずだ。

世界遺産のカナディアン・ロッキーで
楽しむ

スキー

パウダースノーを自分の足で踏みしめて、冬景色の大自然の中
を歩く。サンシャイン・ビレッジのツアーでは、サンシャイン・
メドウズの美しい冬景色を散策しながら先住民族や開拓者の歴
史について学び、チーズフォンデュに舌鼓。また、“ロッキーの
宝石“ルイーズ湖周辺を散策するコースも人気だ。エドモントン
近郊のエルク・アイランド国立公園では、バイソンやエルク、
鹿やムースといった、野生動物に出会えることも。

足で踏みしめて感じる
パウダースノー

スノーシュー
http://www.fairmont.com/lake-louise/promotions/skatingonlakelouise/

http://www.skibanff.com/
http://www.banfflakelouise.com/Snowshoeing/
http://www.haskincanoe.ca/snowshoe-rentals.html

カナナキス（Boundary Ranch）  http://boundaryranch.com
レイク・ルイーズ（Discover Banff Tours）
http://www.brewsteradventures.com/winter-sleigh-rides

ジャスパー国立公園 マリーン渓谷（Sundock Transportation and Tours）
http://www.sundogtours.com
バンフ国立公園 ジョンストン渓谷（Discover Banff Tours）
http://www.banfftours.com

バンフ・アッパー・ホット・スプリングス  
http://www.hotsprings.ca/
フェアモント・バンフ・スプリングス  
http://www.fairmont.jp/banff-springs/
フェアモント・ジャスパー・パークロッジ  
http://www.fairmont.jp/jasper/

ジャスパー  
http://www.sundogtours.com/
バンフ  
http://discoverdm.com/
エルク・アイランド国立公園  
http://www.pc.gc.ca/

カルガリー・フードツアー  http://calgaryfoodtours.com/
カルガリー・クラフト・ビール・ツアー／スピリット・アルバータ・テイ
スティング・ツアー  http://calgarybrewerytours.beer/
クラフト蒸留所ツアー （Eau Claire Distillery）  http://eauclairedistillery.ca/
エドモントンのプライベート・ダイニング（Kitchen by Brad）  http://kitchenbybrad.ca/
キャンモア・プログレッシブ・ディナー・ツアー  dining@tourismcanmore.com

冬はもちろん、通年で楽しめるアクティビティー

スキー・ビッグ3  http://www.skibig3.com/

幻想的なアイスバブルこんな体験も

アルバータ州観光公社　TravelAlberta.jp

© FRHI Hotels & Resorts

© Travel Alberta/Sean Thonson

© Travel Alberta/Anthony Redpath

© Tyler Cook © Jeff Bartlett

© Travel Alberta

© Banff Lake Louise Tourism

© Travel Alberta

© Travel Alberta

© Banff Lake Louise Tourism

© Paul Zizka
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ノースウエスト準州

スペクタクルなオーロラの神秘に沸く
雄大な大自然を遊び尽くすアクティビティも

世界的なオーロラ・デスティネーションのノースウエスト（NW）準州。
夜空を彩る神秘のオーロラは、誰もがあこがれる観光素材であり、
NW準州はその遭遇率の高さで群を抜いている。また、広大な大地に
は手つかずの大自然が横たわり、日本では味わえない壮大なスケール
感が魅力だ。国立公園などをフィールドに、大自然を体感できる数々
のアクティビティにも挑戦したい。

　日本からオーロラ観光の拠点となるイエローナイフ
までは、エアカナダの直行便でバンクーバー経由、も
しくはカルガリー経由でアクセスするのが一般的だ。
バンクーバーからは国内線でエドモントンかカルガ
リーを経由。エドモントンからは約１時間半、カルガ
リーからは約２時間のフライトで、いずれも同日にイ
エローナイフに到着することができる。
　NW準州観光局ではこの冬、隣州のアルバータ州観
光公社と組んでプロモーションを行う予定だ。冬のカ
ナディアン・ロッキーとイエローナイフのオーロラを
組み合わせた商品の造成を呼び掛けており、各旅行会
社の商品に応じた特典を用意する。
　アクセスの点から見ても、日本から直行便でカルガ
リーに入り、アルバータ州からNW準州へと移動する
行程は、旅行者にとっても利便性が高い。カナダの大
自然に迫る２つの州を組み合わせることで、旅行者の
印象に深く刻まれる魅力的な商品の誕生が期待できそ
うだ。

日本からは同日着でアクセス
アルバータ州との共同プロモーションも

ノースウエスト準州 Northwest Territories

　オーロラとは、太陽から放出される電気を帯びた粒
子、プラズマが大気圏突入の際に起こす発光現象の
こと。オーロラが頻繁にみられるのは緯度60～80度の
オーロラベルトで、緯度69度のイエローナイフはこの
真下にすっぽりと入っている。加えて、晴天率が高い
こと、遮るものがない平地が広がっていることといっ
た条件も揃い、頭上に広がるオーロラを手に取るよう
に鑑賞することができるのだ。
　オーロラのシーズンは、大きく冬と夏の２つに分か
れている。オーロラといえば冬というイメージが強
く、ベストシーズンは１～３月だが、夏のオーロラは
晴天率の高い８月下旬～９月末が見ごろ。緑色に輝く
光の帯が湖面に反射する神秘的な風景は、実は夏なら
ではの光景だ。気候的にも鑑賞しやすく、グレートス
レーブ湖でのオーロラクルーズといったアクティビ
ティとの組み合わせもさまざまな客層にアピールでき
るだろう。
　イエローナイフでオーロラを観賞するなら、快適な 
施設が整っている「オーロラビレッジ」がおすすめ。
敷地には先住民が居住していたテント「ティーピー」
が建ち並び、２～５名を収容できるプライベート型か
ら最大50名が入れる大型のティービーまでさまざま。

オーロラ鑑賞は快適なビレッジで
夏と冬で見え方が異なるオーロラの魅力

イエローナイフに新ホテルがオープン！
　観光の拠点となる街、イエローナイフにはさまざまな宿
泊施設が点在している。日本人観光客の利用が多いエクス
プローラー・ホテルをはじめ、市内中心部に位置するイエ
ローナイフ・イン、ディスカバリー・イン、デイズ・イン
などは、市内観光やショッピングに最適だ。
　2016年９月には、イエローナイフのダウンタウンに
３つ星の新ホテル「シャトー・ノヴァ・イエローナイフ

（Chateau Nova Yellowknife）」がオープンする。スイー
トルームを含む全141室は長期滞在にも適したハーフキチ
ネット付きで、冬期のホテル不足解消にも一役買いそうだ。

TOPICS

　NW準州のゲートウェイであり、オーロラ鑑賞の拠
点でもあるイエローナイフは、極北地方最大の都市に
して同準州の経済の中心地。街の名前は、先住民デネ
族が鉱山の採掘に使用していた銅製のナイフの色が由
来だ。鉱業の町として発展し、現在ではオーロラ観光
の拠点としてカナダを代表するデスティネーションと
なっている。

　人口２万人のイエローナイフには、観光ポイントも
少なくない。開拓時代の面影が残るオールドタウンで
は、市内で最も高い展望台、パイロット・モニュメン
トが必見の場所。市街地とグレートスレーブ湖を一望
のもとに眺めることができる。また、同準州の歴史や
自然、文化への理解を深めることができる「ノーザン・
ヘリテージ・センター」やガラスのドーム型が特徴の
立法議事堂などもおすすめだ。
　市内には次々に新しいレストランも開業している。
2015年12月にオープンした「NWTブリュワリー・カン

ゲートウェイ、イエローナイフの進化
市内の見どころやグルメも

　オーロラ鑑賞以外にも、NW準州では雄大な自然が
旅行者を受け入れている。その代表格が２つの国立公
園だ。
　ユーコン準州との州境に広がるナハニ国立公園は、
1978年にガラパゴス諸島やイエローストーンなどと一
緒に登録されたユネスコ世界自然遺産の第１号。雄大
に蛇行するサウス・ナ
ハニ川、落差90メート
ルの絶壁を落ちて行く
ヴァージニア滝、切り
立つテーブルランド、
ラム・プラトーなどの
見どころがあり、いず
れの景観も息をのむほ
ど圧巻だ。
　ゲートウェイとなるのはイエローナイフから飛行機
で約２時間のフォート・シンプソンで、そこから水上
飛行機でアクセスするのが一般的。大自然の見どころ
を巡るほかにも、モーターボートでカリブーやマウン
テンシープなどの野生動物をウォッチングしたり、湖
畔のロッジに宿泊してハイキングを楽しんだり、日本
では体験できないアクティビティが充実している。
　グレートスレーブ湖
の南、アルバータ州に
またがる広大なウッ
ド・バッファロー国立
公園も、1983年に登録
されたユネスコの世界
自然遺産。その名の通
り野生のバッファロー
を保護するための公園
で、ほかにも絶滅の危機に瀕しているアメリカシロヅ
ル、ムース、オオカミ、ブラックベア、ライチョウ、
ビーバーなど、野生動物の宝庫として知られている。
広大な塩の原野も世界的に珍しい場所といえるだろう。
　ゲートウェイは公園の北側に位置するフォート・ス
ミス。イエローナイフから定期便が運航されており、
アクセスしやすいのも特徴だ。
　イエローナイフの近郊や２つの国立公園では、アク
ティビティも豊富にそろう。冬の定番プログラムとい
えば、一番人気は犬ぞりだろう。先住民の生活に不可
欠だった犬ぞりは現在、人気のアクティビティとなっ
ているほか、夜の犬ぞり体験では運がよければオーロ
ラを仰ぎ見ながら疾走
することができる。
　また、完全氷結する
グレートスレーブ湖で
のアイスフィッシング
もおすすめ。初心者で
もタラやマス、イワナ、
体長１メートル以上の
カワカマスなどが釣れ
ることもあるとか。ほ
かにもスノーモービル
やカイトスキー、カリ
ブーウォッチングも人
気が高い。
　夏のアクティビティ
でポピュラーなプログ
ラムといえば、ハイキングだ。気軽に参加できるのは、
イエローナイフから車で約１時間のキャメロン滝。森
や岩場のトレイルを歩きながら、風景や動植物に触れ
る癒しの時間を楽しむことができる。

世界遺産の2大国立公園を舞台に
大自然を体感できるアクティビティを！

オーロラが出現する
までは、ダイニン
グホールやギフト
ショップがそろう
ティーピーで過ごし
たり、極寒実験教室
や星空ウォッチング
などのアトラクショ
ンに参加したりと思
い思いに過ごすこと
ができる。
　３日滞在すれば、95％の確率でオーロラが鑑賞でき
るといわれるイエローナイフ。旅行日数や予算に余裕
のあるシニア層はもとより、昨今はファミリー層や女
性グループ、フォトツアーなどにも人気が高く、幅広
い客層に支持されている。 

パニー」は、地ビールが楽しめる
店。世界で最もピュアな水とカナ
ダ産の麦芽やホップを使ったオリ
ジナルのクラフトビールを製造し
ており、これに極北の素材を生か
した料理を提供している。
　また、市内初の韓国料理店とし
て「コリア・ハウス」もオープン。
51ストリート沿いの店にはプルコ
ギやビビンバといったポピュラー
なメニューがそろい、テイクアウ
トも可能だ。そのほか、バッファローや北極イワナな
どの極北料理なら、「エクスプローラー・ホテル」内
の「トレダース・グリル」やオールドタウンに位置す
る「ブロックス・ビストロ」などがおすすめ。
NWT Brewing Company  www.nwtbrewingco.com
Korea House  http://www.koreahouseyk.com

また、レストランやラウンジ、フィットネスセンター、サ
ウナ、ビジネスセンターといった設備も充実している。

世界第3位のカナダ・ダイヤモンドを紹介
　20世紀初頭、地下資源が豊富なイエローナイフはゴール
ドラッシュに沸いた。1990年初頭にはダイヤモンドの鉱
床が発見され、現在は金に代
わる州の重要な産業となって
いる。
　現在カナダは、時価ベース
で世界第３位のダイヤモンド
産出地。カナダ・ダイヤモン
ドは主にNW準州より産出さ
れており、ニューヨークに本店を構える「デビアス・ダイ
ヤ」でもNW産のダイヤモンドを使用している。
　イエローナイフでは、2014年５月にオープンした「ダ
イヤモンドセンター」へ足を運びたい。無料でダイヤモン
ド鉱業を紹介する施設で、採掘の様子や研磨の工程などが
見学できる。NW準州産のダイヤモンドは品質が高いこと
でも知られており、ショップの製品にはすべて品質・産地
証明書が発行される。

立法議事堂イエローナイフ市内（オールドタウン）

オールドタウンにあるイエロー
ナイフで一番古いレストラン

オーロラビレッジ ©Aurora Village

犬ぞり ©Aurora Village

ハイキング

ナハニ国立公園、バージニア滝

ウッド・バッファロー国立公園 ©Parks Canada
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オンタリオ州

カナダ最大の都市トロントや首都オタワ、そして一大観光スポットであるナイアガ
ラの滝を有するオンタリオ州。冬には、各都市で趣向を凝らしたライトアップイベ
ントやクリスマス・マーケットが行われ、ひときわの華やかさとなる。羽田からの
直行便が運航するトロントを入口に、きらびやかな都市を楽しみ、ロマンチックな
カナディアンウィンターを体験してみたい。

Ontario

　トロントでは、11月中旬ころから街中
がクリスマス−モードに突入する。まず
古いウィスキー工場跡地を再開発した
ディスティラリー・ディストリクトでき
らびやかなイルミネーションが点灯。人
気のクリスマス・マーケットも開催され
る（11月18日～12月18日）。続いて市庁舎
前のネイザン・フィリップ・スクエアに
設置された高さ15mもの“トロント・オ
フィシャル・クリスマスツリー ”もライ
トアップ。11月26日の点灯式「カバルケー
ド・オブ・ライツ」では、ライブミュー
ジックや花火などで盛り上がる。これ以
降、市内は光で溢れ、特にダウンタウン
の中心ダンダス・スクエアや、高級ショッ
ピングストリートのヨークビル、若者が
集まるクィーンウェストなどは見応え十
分。多くのイルミネーションは２月中旬
ころまで続けられる。

インターナショナルグルメ
　100ヵ国以上の文化が集まっているト
ロントでは、世界各地の料理が本場の味
わいで楽しめるのが魅力だ。チャイナタ
ウン、リトルイタリー、グリークタウン
など、市内に点在する民族タウンを訪れ
て、世界の味めぐりを体験してみるのも
いい。2017年1月17日～2月10日には、市内
の200以上の人気レストランがお得なメ
ニューを提供するフードイベント「ウィ
ンターリシャス」も開催される。

エンターテインメント＆プロスポーツ
　冬のトロントではミュージカル鑑賞が
人気だ。ニューヨーク、ロンドンに次いで
劇場が多いこの街では、最新作からオフ
ブロードウェイ的な実験作品まで、様々
な演目が見られると注目されている。ま
たトロントにはNHL（ホッケー）のメープ
ルリーフス、NBA（バスケットボール）の
ラプターズといったプロスポーツの地元
チームがあり、冬にはこれらの迫力ある
試合を観戦することもできる。

ショッピング
　クリスマス前後には、ショッピングも

楽しみのひとつだ。まずクリスマス前に
は、市内各地でクリスマス・マーケット
やクラフトショーなどが開催される。ま
たクリスマス明けのボクシングデーか
らは一斉にウィ
ンターセールが
スタート。ブラ
ンド狙いなら、
ヨークビル界隈
へ、また効率よ
く買い物するな
ら、市内中心に
ある大型モール
のイートン・セ
ンターが便利。
さらに最近リノ
ベーションされ
てより充実した
郊 外 の ヨ ー ク
デール・ショッピングセンターも、ダウ
ンタウンから地下鉄を利用し、ショート
トリップ感覚で楽しめる。

公共交通を利用して街歩き
　トロントのダウンタウンには、地下鉄
６駅を連結し、総距離28ｋｍにも及ぶ地下
街“PATH”が張り巡らされている。多く
のホテルやイートン・センターなど主要
施設に直結しているので、地下鉄とこの
PATHとをうまく利用すればほとんど
外に出ずにショッピングも可能だ。地下
鉄をはじめストリートカーやバスなどの
公共交通（TTC）を旅行者が利用する場
合、１日乗り放題となるデイパスが便利
だが、最近このパスをスマホで利用でき
るＥチケット「TTC Connect」が誕生し
た。これは専用アプリをスマホにダウン
ロードし、必要なチケットをオンライン
購入しておくもの。また長期滞在するな
らトロント広域に使えるPRESTOカー
ドの利用も便利だ。ちなみにPRESTO
カードはピアソン国際空港とダウンタウ
ンのユニオンステーションを結ぶ列車
UP Expressにも利用可能で、この場合、
通常往復料金＄24のところが＄18に割引
となる。

　この夏、ナイアガラの滝の近くに、新たな体験型アトラクションが登場する。アメリカ
滝の目の前で670mの長さのケーブルを滑り落ちるジップラインと、渦を巻くナイアガラ・
ワールプールの上空を12～14本の細いつり橋で渡っていくエアリアル・アドベンチャー
の2種類だ（正式名称は未定）。オープンは2016年のカナダデー (7月1日)を予定。

ナイアガラにダイナミックなジップラインが登場！

　冬のオンタリオはアウトドアファンにとっても魅力的な場
所だ。オタワやトロントから少し足を延ばせば、アルゴンキン
州立公園やマスコーカ地方、ブルーマウンテンなどの自然地
帯で、クロスカントリースキー、犬ゾリ、スノーモビル、ス
ノーシューなどダイナミックなウィンターアクティビティを
体験することができる。またオタワのリドー運河やトロント
の市庁舎前広場、ハーバーフロントなどのリンクでローカル
と一緒にアイススケートを楽しむことも可能。冬のアクティ
ビティ情報は、ウエブサイト「オンタリオスタイル」（www.
ontarisytle.com/outdoor）でチェックを。

自然地帯でも街の中でも、冬のアウトドア体験

Photo: H.Yoshizawa, OTMPC/Jeff Speed, MacDonald, Goh Iromoto, Tourism Toronto/Ronnie Yip, Doug Brown

ライトアップされた都市で冬ならではの魅力を楽しむ
光輝くウィンターオンタリオ

　大人気の観光地ナイアガラの滝は冬、
雪と氷に演出されたこの季節ならではの
景観を見せてくれる。まず気温が下がっ
てくると、滝のしぶきによって周辺の樹
木が氷付き、太陽の光を受けてクリスタ
ルのように輝く様子が堪能できる。また
真冬には上流のエリー湖の氷が流れてき
て滝壺に重なり、幻想的な「アイスブ
リッジ」が見られることも。この時期、
滝壺まで行く「ホーンブローワー・ナイ
アガラ・クルーズ」は運休しているが、
滝裏のトンネルに出る「ジャーニー・ビ
ハインド・ザ・フォールズ」をはじめほ
とんどの人気アトラクションは行われて
おり、滝観光は十分に楽しめる。

イベント＆ショッピング
　11月19日～１月31日の期間には、滝周
辺がイルミネーションで輝く恒例イベン
ト「ウィンター・フェスティバル・オブ・
ライツ」が開催。期間中には、新年のカ
ウントダウンやレーザーライトショーな
ども予定されており、通常の滝のライト
アップや毎週金曜日の花火ショーに加

え、一帯はひときわ
煌びやかになる。ま
た１月13日～29日に
は、名産のアイスワ
インとグルメを堪能
できる「ナイアガラ・
アイスワイン・フェ
スティバル」も開
催。郊外にできた巨
大アウトレットモー
ル「アウトレット・
コレクション・アット・ナイアガラ」で
のショッピングも見逃せない。

Toronto
イルミネーションの中でシティライフを満喫

Niagara
氷の滝、輝く夜景…。冬にしか見られない絶景

Ottawa
建国150周年を迎える首都で優雅な冬休みを
　12月初旬から１月初旬にかけ、首都オ
タワでは、国会議事堂のあるパーラメン
ト・ヒルを中心にダウンタウン全体がイ
ルミネーションで輝く「クリスマス・ライ
ト・アクロス・カナダ」が開催される。50
万個の電球が輝くこのイベントは1985年

から続く首都の一大ページェント。期間
中には議事堂の壁面を使ったプロジェク
ション・マッピングのショーも予定され
ている。カナダ建国150周年を迎える2017
年には、首都オタ
ワでは一年を通じ
て様々な関連イベ
ントが計画されて
おり、年末のカウ
ントダウンをはじ
め、２月３日～20
日に行われる恒例
の冬祭り「ウィン
タールード」もひ
ときわ盛りあがり
そうだ。このウィ
ンタールードの期間を中心に、世界遺産
リドー運河が世界最長のアイスリンクに
変身するので、ここでのスケート体験も
おすすめだ。

大人気の犬ゾリ体験

国会議事堂を中心にライトアップされるオタワのダウンタウン

7.8㎞のスケートリンク
となるリドー運河

国会議事堂全体がクリスマスツリー状態に

氷の彫刻のような冬のナイアガラの滝

名産品アイスワイン

地下鉄やUP Expressなどが集中するユニオン駅

市庁舎前のカバルケード・オブ・ライツ

グリークタウンのレストラン

イートン・センターも
クリスマス仕様に
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プリンス・エドワード島（PEI）州

小説「赤毛のアン」の舞台として有名なプリンス・エドワード島（PEI）。島へ訪れると、
小説で描かれた島の美しい自然の情景と、そこで暮らす人たちの等身大で素朴なライフス
タイルが今でも脈々と息づいていることに気付かされる。また、そんな島の自然の恵みを
いっぱいに浴びた食材と、地元の食材を使った美味しい料理は、世界的なグルメガイドで
も「食通におすすめの旅行先」に選ばれるほどレベルが高い。四季を通じて楽しめるPEI
のグルメシーン。そのベストなシーズンを時系列で紹介したい。

Prince Edward Island（PEI）

　毎年４月に１か月間か
けて行われるバーガーコ
ンテスト。アイランド・
ビーフの消費喚起のため
に始まったコンテスト
で、参加レストランごと
にオリジナルのバーガー
を作り、ウエブサイトで
人気投票を行う。今年１
番に選ばれたのは、州都
シャーロットタウンの

「Brick House」のバーガー。１番になると、そのレス
トランの定番メニューに格上げされる。

http://www.peiburgerlove.ca/

四季を通じて美味しい！
プリンス・エドワード島（PEI）
フード＆グルメ・カレンダー

プリンス・エドワード島州政府観光局
http://www.tourismpei.com/jp

カナダのセレブシェフ
で島のフード大使でも
あるマイケル・スミス
氏がオーナーとなり、
昨年リニューアルオー
プン。目玉はディナー。
15人のシェフがオー
プンキッチンで新鮮な
島の食材を最高のディナーに仕上げる。

http://innatbayfortune.com/

セレブシェフの宿がオープン
Inn at Bay Fortune

人気投票で選ぶ島でナンバーワンのバーガー
PEI Burger Love

グルメ・トピックス

　５月１日に解禁となる
プリンス・エドワード島
のロブスター（オマール
海老）漁。島の北沿海で
は５～６月の２か月間、
南沿海では８月半ばから
10月半ばの２か月間、計
４か月間がロブスター漁
の期間となる。島の人達
にとって、初物のロブス
ターは待ちに待った特別
なもの。日本の初鰹や新サンマのような感覚だ。レス
トランでロブスターづくしのメニューを味わったり、
島のマクドナルド限定（６～９月）のご当地バーガー

「マックロブスターサンドイッチ」も要チェックだ。

ロブスター漁がスタート
島の人達にとって特別な初物ロブスター

　島の人口よりも牛の数
が多いとも言われ、酪農
が盛んなプリンス・エド
ワード島。新鮮な牛乳を
ベースに造られるアイス
クリームの美味しさはま
た格別。なかでも「Cow’
s（カウズ）」は、「世界
一美味しいアイスクリー
ム」に選ばれるほどの
本格派。工場見学も行っ
ており、キャラクターの牛をあしらったキュートなT
シャツは、さまざまなデザインで、なかには世相を反
映したユニークなもののあり、人気を集めている。

http://www.cows.ca/

「世界一美味しいアイスクリーム」

　露地物で真っ赤に熟すまで畑で育てられるプリン
ス・エドワード島のイチゴ。７月になると、農家に「U 
Pick」の看板が掲げられ、イチゴ摘みが楽しめる。
　ワイルドブルーベリーも有名。普通のブルーベリー
よりもアンチエイジング効果が期待できるアントシア
ニンの成分がたくさん含まれるスーパーフード。８月
が旬で、この時期はワイルドブルーベリーの「U Pick」
と旬のスイーツが出回る。

イチゴにワイルドブルーベリー
自分で摘める「U Pick」、スイーツも

　プリンス・エドワード島が「食通の目的地」と言わ
れる大きな所以のひとつがシーフードの名産地である
という点。ロブスターだけでなく、ムール貝は北米で最
大の産出量を誇り、カキはニューヨークのオイスター
バーで最高級品として珍重される。また、ハマグリや

ホタテなどの他の貝類も
豊富。さらにタラや海老、
カニも美味しい。夏にな
ると、潮干狩りやハマグ
リをとるシュノーケリン
グが観光客を楽しませて
くれる。新鮮なシーフー
ドを使ったクラムチャウ
ダーは、各レストランの
自慢の味だ。

島はシーフードの宝庫！
潮干狩りやダイビングツアーに挑戦

　酪農が盛んなプリン
ス・エドワード島では、
もちろん美味しいチーズ
も味わえる。オランダ移
民が多かった島には、オ
ランダ伝統のゴーダチー
ズの工房もあり、工房を
見学したり、自慢のチー
ズを使った美味しいピザが食べられたり、観光客にも
人気スポットとなっている。

http://glasgowglenfarm.ca/

美味しいゴーダチーズが人気

　毎年９月に１ヶ月間に
わたり繰り広げられる食
の祭典「フォールフレー
バー」。ワイナリーツアー
やロブスターの浜焼き

（ビーチパーティ）、ディ
ナークルーズなど、期間
中は食関連のフェスティ
バルやイベントが目白
押しで、特に人気なのが

「シェルフィッシュフェ
スティバル」。シーフード
チャウダーコンテストや
有名シェフの豪華ディ
ナーなど、グルメファン
にはたまらない内容だ。
今年は９月２日から10月
２日までの予定。

http://fallflavours.ca/

食の祭典
「フォールフレーバー」

　プリンス・エドワード
島の紅葉のピークは10月
半ば。ちょうどこの時期
はカナダの感謝祭の時期
にもあたる。町には可
愛らしいカボチャのデコ
レーションが登場し、カ
ボチャを使った美味しい
スイーツはこの時期だけ
のお楽しみ。感謝祭のスペシャルディナーは、七面鳥
を焼くのが一般的だが、大きなハムの塊を焼くのも伝
統。デザートはもちろんカボチャのスイーツだ。

紅葉と感謝祭の時期は
カボチャの季節

島のフードツアーや有名レストラン、オーガ
ニック農場やファーマーズ、シーフードマー
ケット、すべてが網羅されたポータルサイ
ト。島を訪れたらぜひ島の食材をふんだんに
食べてほしいという想いで、食べるだけでな

く生産者に会ったり、魚
釣りをしたり、伝統菓子
を作ったり、体験要素も
たくさん掲載。
http://peiflavours.ca/

島のグルメシーンが分かるポータルサイト
PEIフレーバー

プリンス・エドワード島
は北大西洋のマグロ漁の
拠点のひとつ。ブルー
フィンツナと呼ばれる大
きな本マグロが取れるこ
とで、世界中のフィッシ
ングファンからも注目を集めている。ノース
レイクを中心に東部北海岸周辺では、スポー
ツ・ツナ・フィッシングを提供するボートが
続々オープン。人気も急上昇中だ。

フィッシング愛好家注目の的
スポーツ・ツナ・フィッシング

月　November

月　October

月　September

月　August

月　July月　April

月　May

月　June

4

5

6

8

7 9

10

11

Gourmet Topics

ボリュームたっぷりで、地元の新鮮な食
材を使っている

旬のストロベリーを使ったストロベリーショート
ケーキは島で大人気。日本のものとは異なり、ス
コーンを水平に2つに分け、間に煮詰めたストロ
ベリーを挟み、上からホイップクリームをふんだ
んにかけて新鮮なイチゴをポンと乗せる。シンプ
ルだからこそイチゴの味がしみわたる

ワイルドブルーベリーを
ピッキング

オイスターと山盛りのムール貝

ハマグリをとるシュノーケリングに挑戦

シャーロットタウンのメインストリート
が期間中は巨大なファーマーズ・マー
ケットに様変わり

有名シェフがビーチで新鮮なロブスター
を焼いてふるまうビーチパーティも人気

薪ストーブのオーブンやコン
ロで調理器具にもこだわり
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Canada Special 2016
カナダ特集2016


